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お買い上げいたださありびとラございます。 

-鞭か I 電気製品は、ま全のための注意事頂を守 5 ないと、火災や人身事 

目で I 故になることがありまず。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の取り捉いかたをおして 
います。この取扱説明書をよくお読みのラえ、製品をま全にお使いください。お読みに 
なったあとは、いつでち見られるところに必ず保管してください。 
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A 警告 I まをのために 


ソニー 製品はま全に充分配慮して設計されてい 
ます。しかし、電気製品はすべて、間違った使 
いかたをすると、火災や感電などにより人身事 
故になることびありを険です。事故を防ぐため 
になのことを必ずお守りください。 



まをのためのを意事頃を巧る 


3〜5ページのま意事項をよ < お読み< ださい。 
製品全般のま意事項び記載されています。 

6ページの「使用上のごミ主意」をあわせてお読 
み < ださい。 


定期的に点検する 


設置時や1年に1度は、電源コードに傷みびな 
いか、コンセントと電源プラグの間にほこりび 
たまっていないか、プラグびしっかり差し込ま 
れているか、などを点検してください。 


巧障した6ほわない 


動作びおかしくなったり、キャビネットや電源 
コードなどび破損しているのに気づいたら、す 
ぐにお買い上げ店またはソニーサービス窓□に 
修理をご依頼 < ださい。 


万一、異常が起をた5 


変な音*においが 
した6、 

煙が出た6 




〇電源を切る 
〇 電源プラグをコン 
セントか6巧く 
〇お質い上げ店また 

I 十、/ —— サー ドマ 

窓□に修理を依頼 
する 


警告表示の意味 

取扱説明書および製品では、 
次のよラな表示をしていま 
す。表示の内容をよく理解 
してから本文をお読みくだ 
さい。 

|/ K 危哟 

この表示のま意事項を守ら 
ないと、火災•感電-破裂 
などによ0死 t や大けびな 
どの人身事故び生じます。 


A 警告 

この表示のを意事項を守5 
ないと、火災-感電などに 
よ0死 t や大けびなど人身 
事故の原因とな0ます。 

IA ミ主意 I 

この表示のま意事項を守ら 
ないと、感電やその他の事 
故によ0けがをした0周辺 
の家財に損害をちえた0す 
ることびあ0ます。 


注意をおず記号 

A\ 

火災 感電 


行為を禁止ずる記号 

0 ® 

禁止 分辭禁止 

巧独禁止 めれ手禁止 

欄-お読-する記与 

〇 C 

指 巧 3 ラグをコン 

セントから巧く 
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A 警告 


底 A 

义災 感電 


下記のま意事項を守5ないと义災 • 
感電により死 t や大けがの原因とな 
りまず。 


電源コードを傷つけない 

電源コードを傷つけると、火災や感電の原因となりま 
す。 

•設置時に、製品と壁や棚との間にはさみ込んだりし 
ない。 

•電源コードを加工したり、傷つけたりしない。 
•重いちのをのせたり、引っ張ったりしない。 

• 熱器具に近づけない。加熱し 
ない。 

• 移動させるとさは、電源プラ 
グを抜く。 

. 電源コードを损くときは、必 
ずプラグを持って抜く。 

-►万一、電源コードび傷んだら、お買い上げ店また 
はソニーサービス窓□に交換をご依頼ください。 


湿気やほこり、油煙、湯気のをい場 
所や、直射曰光のあたる場所には置 
かない 

上記のよラな場所に置くと、 

火がや感電の原因となること (\ 

びあります。特に風呂場など ^ 

では絶対に使用しないで < だ " 

さし、。 


内部に水や異物を入れない 
本機の上に熱器具、花瓶など液体び 
入ったものや□—ソクを置かない 

火災や感電の危険をさけるために、本機を水のかかる 
場所や湿気のある場所では使用しないで下さい。ま 
た、本機の上に花瓶などの水の入ったちのを置かない 
で下さい。 

本機の上に、例えば火のついた□ーソクのよラな、火 
炎源を置かないで下さい。 

-►万一、水や異物び入ったとを 
は、ずぐに本体の電源ボタン 
を切り、電源プラグをコンセ 
ントから损を、お買い上げ店 
またはソニーサービス 惡 □に 
ごネ目談 < ださい。 





キャビネットを開けたり、分解や改 
造をしない 


火災や感電、けびの原因とな 
ることびあ0ます。 

-► 内部の点検や修理はお買 
い上げ店またはソニー 
サービス 惡 □にご 依頼く 
ださい。 



雷び鳴りだした5、本体や電源プラ 
グに軸れない 


感電の原因となります。 



本機を曰本国がで使わない 


交流 100 V の電源でお使 
いください。海がなど、 
異なる電源電圧の地域で 
使巧すると、火災-感電 
の原因となじます。 



ガス管にアース線やアンテナ線をつ 
なびない 


火災や爆発の原因となり 
ます。 
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A 注意 


下記のを意事項を守らないと I すが i を 
したり周辺の家財に損害を与えたり 
ずることびありまず。 


上に乗ったり、座ったりしない 


落ちてけびの原因となるこ 
とびあります。また、本機 
を傷める原因とな0ます。 



電源プラグは抜さ差ししやずいコン 
セントに接続ずる 

本機は容易に手び届くよラな電源コンセン ^ 

卜に接続し、異背び生じた場合は速やかに ■■ 
コンセントか娜いて下さい。腸、ホ機 
の電源スイツチを切っただけでは、完全に tsw 

電源から切り離せません。 


めれた手で電源プラグにさわ5ない 


感電の原因となることびあ 
りまず。 



風通しの悪い所に置いたり、通風孔 
をふさいだりしない 


0 

禁止 


巧をかけたり、毛足の長いじゅラ 
たんやな団の上または機器を本箱 
や組み込み式キャビネットのよラ 
な通気び妨げられる狭いところに 
設置しないで下さい。壁や家具に 
密接して置いて、通風孔をふさぐなど、自然放熱の妨 
げになるよラなことはしないで<ださい。過熱して乂 
災や感電の原因となることびあります。 



大音量で長時間つづけて聞かない 

耳を刺激するよラな大をな音量で長時間つづけて聞く 
と、聴力に悪い影響をちえることびあります。 

—► 呼びかけられたら気びつくくらいの音量 


で聞さましよラ。 


0 

禁止 


コード類は正しく配置ずる 

電源コードや AV ケープルは足にひっかけると機器の 
落下や転倒などにより、けびの原因となることがあり 
ます。充分に注意して接続、配置してください。 



移動させるとき、長期間使わないと 
さは、電源プラグを抜く 

長期間使用しないとをは安全のため電源プラグをコン 
セントから损いて<ださい。絶縁劣化、漏電などによ 
り火災の原因となることびありまず。 

つラグをコン 
セントからほく 


お手入れの際、電源プラグを抜< 

電源プラグを差し込んだままお手入れをすると、感電 
の原因となることびあります。 



安定した場所に置< 

ぐ6ついた台の上や傾いた所 
などに置<と、製品び落ちて 
けがの原因となることびあり 
ます。また、置を場所、取り 
付け場所の強度ち充分に確認 
して < ださい。 




設置上のごま意 

本機の角でけびなどをしないよラに、 
お気をつけください。 
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電おにごいてのまを上の 
ごま意 


液漏れ-破裂-発熱による大け 
た X や失明を避けるため、下記のま意 
事項を必ずお守りください。 


A 危険 


A 警告 


電池のおが漏れたとまは 


素手で液をさわ5ない 

電池の液び目に 
入ったり、身体や 
衣服につ<と、失 
明やけび、皮膚の 
炎症の原因となる 
ことがあります。 

液の化学変化によ0、時間びたってから症状び現れる 
ことちあ0ます。 



必ず;欠の処理をずる 

—►液び目に入ったとを 
は、目をこすらず、す 
ぐに水道水などのされ 
いな水で充分洗い、た 
だちに医師の治療を受 
けて < ださい。 

—► 液び身体や衣服についたとさは、すぐにをれいな 
水で充分洗い流して<ださい。皮膚の炎症やけび 
の症状びあると定は、医師に相談してください。 



電池は乳幼児の手の届かない巧に置< 


■►電池は飲み込むと、窒息や 
胃などへの障害の原因とな 
ることびあじます。 

■►万一、飲み込んだとをは、 
ただちに医師にネ目談してく 
ださい。 



電池を乂の中に入れない、加熱•分 
解-改造-充電しない、水でめ5さ 
ない 

破裂したり、液び漏れた 
りして、けびややけどの 
原因となることびありま 
す。 



指定な外の電池を使わない、新しい 
電池と使用した電池または種類の違 
ラ電池を混ぜて使わない 


電池の性能の違いにより、 
破裂したり、液び漏れた 
りして、けびややけどの 
原因となることびありま 
す。 



+と一の向きを正しく入れる 


+と一を逆に入れると、 
ショートして電池び発 I 
熱や破裂をしたり、液 
び漏れたりして、けび 
ややけどの原因となる 
ことびお D ます。 

今機器の表示に合わせて、 



正し < 入れてください。 


使い切ったときや、長時間使用しな 
いときは、電池を取り出ず 


電池を入れたままに 
してお<と、過放電 
により液が漏れ、け 
びややけどの原因と 
なることびあ0まず。 
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"プレイステーション’は株式を社ソニー-コン 
ピュータエンタテインメントの登録商標でず。 


使用上のごを意 

ステレオを聞<とさのエチケット 

ステレオで音楽をお楽しみになる 
とさは、離近所に迷惑びかからな 
いよラな音量でお間をください。 

特に、夜はかさめな音でち周囲に 
はよく通るをのです。 

窓を閉めた0、ヘッドホンをご使 
用になるなどお互いにむを配り、 

快い生活環境を守りましよラ。こ 
の マークは 音の エチケッ トの シン 
ボル マークでず。 

商標について 

本機はドルビー* 1 デジタルデコーダーおよびドル 
ビープ□□ジック（ II )アダプティブマトリックス 
サラウンドデコーダー、 MPEG -2 AAC ( LC ) デ 
コーダー、 DTS がデコーダーを搭載していまず。 

* 1 ドルビーラボラト U —ズからの実施権に基づを 
製造されています。 Dolby 、 ドルビー 、 Pro 
Logic 、" AAC " □コ及びダブル D 記号はドル 
ビーラボラト U —ズの商標です。 

が米国パテントナンバ ー : 5,451,942; 

5,956,674; 5,974,380; 5,978,762; 

6,487，日3日の実施権、及び米国、世界各国で取 
得済み、または出願中のその他の特許に基づさ 
製造されています。 DTS および記号は DTS , Inc 
の登録商標です 。 DTS Digital Surround および 
DTSnj は DTS ， Inc の商標です。製品はソフト 
ウェアを含みます。© DTS , Inc . 無断複写•転 
載を禁じます。 



本機は、 Hiah-Definition Multimedia Interface 
CHDMI ®) 技術を搭載していまず。 

HDML HDMI □ユおよび High-Definition 
Multimedia Interface は 、 HDMI Licensing 
LLC の米国およびその他の国における登録商標で 
ず。 


"プラビアリンク"および " BRAVIALink " 口づ 
は、ソニー 株式会社の登録商標です。 

" x . v . Color " および " x . v . Color " □コ’は、ソニー 
株式会社の商標です。 
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接続とを摘 


同姻品をおかめる 


• サブウーファー (1) 





• スピーカー （1) 


• AM ループアンテナ （1) 



• FM ワイヤーアンテナ （1) 



• スピーカーコード （1) 



• 光デジタル音靑コード （2 .己 
m) (テレビ接続用） （1) 



• WS-CT350EB 
• 取0付け金具 （1) 



• リアカバ ーA (1) 


の 

1 ：^ 

• U アカバー臣 （1) 



• テレビ カバー （1) 


が 

• ネジ（大： +PSW 己 X 
16 mm) (6) 


• リモコン （RM-AAU077)(1) 


ロロロ 
ロロロ 
ロロロ 
ロロロ 





が □ 


. 単3乾電池 （2) 



ネジ（ル： M3 X 8 mm) 

( 1 ) 



• 転倒防止用ベルト 



• 転倒防止巧ベルトのネジ 
(+PSW4 X 20 mm )(1) 



• 転倒防止用ベルトの木ネジ 
(M3.8 X 20 mm )(1) 


• 転倒防止部品 （2) 



• 壁掛けユニット用ネジ 
(+PSW6 パ2 mm) (4) 



• 取扱説明書（本書） （1) 

• 保証書 （1) 

• ソニーご相談窓□のご案内 （1) 
• カスタマー登録 （1) 
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u モコンに電池を入れる_ 

付属の U モコンを使って、本機を操作することがでさます。+と一の向さををわせて、単3乾電 
池（付属）2個を入れてください。 U モコンは本機の U モコン受光部（固）に向けて操作してく 
ださい。 



ごを意 

• 高温、を湿の場所を避けて保管して<ださい。 

• 新しい乾電池と使った乾電池を混ぜて使わないで<ださい。 

• 乾電池を交換するとをは、異物び入らないよラにご注意ください。 

• U モコンを使ラとをは、 U モコン受光部に直射曰光や照明器具などの強い光び当たらないよラにご注意<だ 
さい。 U モコンで操作でさないことびあります。 

• 長い間 U モコンを使わないとさは、液焉れや破裂を避けるために乾電池を取り出してください。 






本機を設置する 

下図は本機とスピーカーの設置のしかたの例です。 

ごミち意 

• ヴプウーファーの背面にちのを置いて、通風孔をふさびないでください。 


一巧設置が巧能なテレビの場台 

次のテレビ（別売）にスピーカーを取り付けること 
びでをます。 

KDL -40/46 LX 900. KDL -40/46 NX 8 日日、 

KDL -4 日/ 46 HX 8 日日、 KDL -4 日/ 46 EX 70 日 


• スピーカーをテレビスタンドに取り付ける （16 
ぺージ） 



• スピーカーとテレビを壁にかける （19 ページ) 



• スピーカーを取り付けたテレビをフ□アスタンド 
に取り付ける （19 ページ） 


—般的なテレビの場合_ 

お持ちのテレビび一体設置に巧応していない場合 
は、本機を！;*(下のよラに設置してお使いいただけま 
す。 


• スピーカーをラックなどの中に設置する 



• スピーカーを壁に取口付けるに5ページ) 
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スピーカー コー ドをスピーカーにつなぐ 


スピーカーコードのコネクターはスピーカーの種類に合せて色分けされています。スピーカ- 
コー ドは、コネクターと同じ色のスピーカー端子につないでください。 

1 スピー カー背面のカバーのネジをはずし、カバーを取りはずず。 



スピーカー コー ドをつなぐ。 



〇スピーカーコード 
(付属） 


スピーカーコードをカバーの切り欠さに通し、手順1ではずしたネジで 
カバーを取り付ける。 

スピーカーをテレビなどに取り付ける場合は、カバーを取り付けずに、「スピーカーをテレ 
ビスタンドに取り付ける」 （16 ページ)、「スピーカーとテレビを壁にかける」「スピーカー 
を取り付けたテレビをフ□アスタンドに取り付ける」 （19 ページ）の手順をおこなってく 
ださい。 



ごを意 

• スピーカー背面にカバーを取り付ける際に、スピーカーコードを挟み込まないよラに注意してください。 

• スピーカーやテレビを壁に取り付けるとをは、スピーカーにつないだコードに足をひっかけないよラに注意 
してください。 


圓 ！か！ 
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本機のスピーカーをテレビのスタンドやフ□アスタンドに巧0 
付けるには 


お客様へ 

本製品の取0付けには、確実な作業び必要に 
な0ます。必ず、販売店や工事店に依頼し 
て、安全性に充分考慮して確実な取0付けを 
行ってください。取り付け不備や、取0扱い 
不備、対応モデルがでのご使用による事 
故、損傷については、当社では責任を負いま 
せん。 


を全のために 

ソこ一 製品は安全に充分配慮して設計されて 
います。 

しかし、まちびった使いかたをすると、乂 
災■感電-転倒-落下などによ0人身事故に 
なることびあり危険です。事故を防ぐために 
安全のためのを意事項を必ずお守りくださ 
し、。 


の警告 


下記のを意事項を守らないと乂災■感電■転 

倒-落下などによ0死 t や大けびの原因と 

なります。 

製品を落とさない、また落下の恐れのある場所 

に置かない 

• 取り付け工事は専門業をに依頼し、取0付 
けのとさはお子様びおづかないよラにして 
<ださい。 

. 専門業者がの人び取り付けを行なラと、 
製品び落ち、打撲や骨折など大けがの原因 
とな0ます。 

. 専門業を！;(外の人び移動や取りはずしを行 
ラと、製品び落下したりして、けがや破損 
の原因となることびあります。また、移動 
や取0はずしは、必ず2人！;(上で行ってく 
ださい。 

• 本機のスピーカーを取り付けたあとはネジ 
などをはずさないで<ださい。製品が落ち 
て、けびや破損の原因となります。 

• 掃除やお手入れのとさは、力をかけた0し 
ないで<ださい。製品の落下によるけびや 
破損の原因となります。 

• 強度の弱い壁や、平面ではなかったり垂直 
ではない壁に取り付けた場合、製品の落下 
によるけびや破損の原因となります。 

• スピーカー または スピーカーを 取り付けた 
テレビは、壁にしっかり取り付けないと、 
製品の落下によるけびや破損の原因となり 
ます。 
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製品にちのを置かない 

• 製品にものを置かないでください。落下し 
て、大けが、死 t などの原因となることび 
あります。 



製品に寄りかかったり、ぶ5下がったりしない 

• 製品び転倒したり、落下して、大けが、死 
t などの原因となることびあります。 



取り付け場所にミ主意ずる 

• 壁掛けユこットを、柱などの製品がはみ出 
してしまラよラな場所には取り付けないで 
ください。身体や物などびぶつかってけが 
や破損の原因とな0ます。 

• 製品を雨や湿気にさらさないで<ださい。 
水び入った0、城れた0すると、义がや感 
電の原因となります。 

• 湿気やほこ0、扇気のをい場所、機械的振 
動の多い場所に置かないで<ださい。火災 
や感電の原因となることびあ0ます。 

• 乂のついた□ウソクや燃えやすい物をお< 
に置かないでください。火がを防止するた 
めに、製品か5離れた所に置いてくださ 
い。 

• エアコンの上や下には製品を取0付けない 
でください。送風などで直接、風が当たり 
続けたり、水われによって城れたりする 
と、火災や感電、故障の原因となることが 
お0ます。 



巧の ぺージ へつつ< 
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電源コードおよび接続ケーブルをはさまないよ 

ラにする 

. 電源コードおよび接続ケーブルを壁面には 
さんだ0、無理に曲げたり、ねじったりす 
ると、芯線が麗出したり、ショート、断線 
して、火災や感電の原因となります。 

• 製品を動かすとさは、電源コードおよび接 
続ケーブルを踏まないよラにしてくださ 
し、。電源コードおよび接続ケーブルに傷び 
ついて火災や感電の原因となります。 




製品の通気孔をみさがない 

• 製品の上に巧をかけて通気孔をふさぐと、 
内部に熱がこわり、火災の原因となること 
びお0ます。 



電源コードおよび接続ケーブルを足で引っかけ 
ない 

• 輯んだ0、製品が転倒した0して、けがの 
原因となることがあ0ます。 

会 


〇ま意 

下記のを意事項を守らないとけびをしたり周 

辺の家財に損害を与えた0することがありま 

す。 

対応モデル政がのものに取り付けない 

. 本機に付属の取り付け金具は対応モデル専 
用です。対応モデル外のわのに取り付け 
ると、落下によるけびや破損の原因となる 
ことびあります。 

• 製品の分解-改造は行わないで<ださい。 

• 熱いわのを直接製品に置かないでくださ 
し、。熱により変色、変おすることびありま 
す。 

テレビに本機を固定ずる 

• 本機のスピーカーとテレビをしっかり固定 
してか5、取0付けを行ないます。スピー 
カーを取り付けたテレビをラックに置いた 
0、壁にかけたり、フ□アスタンドに取り 
付けた0してください。固定しないと、本 
礫のスピーカーとテレビび転倒したり、落 
下して、けびの原因となることびありま 
す。 

体重をかけたり、硬いものをぶつけない 

• スピーカーをテレビのスタンドに取り付け 
る際や、スピーカーを取り付けたテレビを 
フ□アスタンドに取0付ける際には、それ 
らのスタンドに手をついて体重をかけた 
0、ドライバーなどの固いちのをぶつけた 
0しないよラにミ主意して<ださし、。 

スピーカーを取り付けたテレビを動かずときの 

ごを意 

無理に動かそラとすると、腰を痛めた0、足 

をけびした0する原因になりますので、下記 

のことをお守り < ださい。 

• スピーカーを取り付けたテレビを動かすと 
さは、必ずサブウーファーや、つないだ機 
器やコード類をはずしてから、2人 ULL で 
行ってください。 
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• 取り付けたテレビスタンドやフ□アスタン 
ドを動かすとさは、手足を底板にはさまな 
いよラにミま意して < ださい。 

• 取り付けたテレビスタンドやフ□アスタン 
ドを引さず5ないでください。底面の部品 
びはずれて、ホに傷がつくおそれびあ0ま 
す。 

• 取り付け金具を使ってテレビと本機のス 
ピーカーを取り付けた状態のとさ、本機の 
スピーカーを持って動かさないでくださ 
し、。けびや破損の原因となることびあ0ま 
す。 



設置上のごま意 

• 組み立てるとさは、床に傷びつくのを防ぐ 
ため、お包材や巧などを敷いてください。 

• 設置場所は、堅くて平坦な床面にしてくだ 
さい。 

• 2人 ULL で行ってください。1人で行ラと 
腰を痛めた0、けびの原因となることびあ 
ります。 

• 設置するとさは、お子様び近づかないよラ 
にしてください。 

組み立て手順に従って、しっかりと組み立てる 

• ネジびゆるんでいたり巧けていると、本機 
のスピーカーび傾いて転倒し、落下による 
大けびや破損の原因となることびありま 
す。 

• 製品を組み立てるとをや、取り付けるとを 
には、手や指を傷つけないよラにご注意く 
ださい。 


壁にかけて使用するときのごミち意 

• 壁に製品を長期間取り付けてご使用された 
とさは、壁の材質によっては、製品の放熱 
によ0、背面や上面にあたる壁面が変色し 
た0、壁紙びはびれたりすることびありま 
す。 

• 製品をいったん取り付けると、はずした場 
をに、壁にネジ巧の跡や取り付け跡び残り 
ます。 

• 雑音電波などの影響びでない場所などを事 
前に設置業をのちとご確認のラえ、工事を 
始めてください。 


巧の ぺージ へつつ< 
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スピーカーをテレビスタンドに取り付ける_ 

なのテレビ（別売）にスピーカーを取り付けることびでさます。 

• KDL -40/46 LX 900、 KD し 40/46 NX 8 日0、 KDL -40/46 HX 800、 KDL -40/46 EX 700 
テレビスタンドの形状はモデルによって異なりますが、次の手順でスピーカーを取0付けること 
びでさます。 

1 テレビの背面か5カバー①と③をはずず。 

テレビの背面からカバーを取0がす手順について、詳しくはお使いのテレビの取扱説明書 
をご覧ください。 

ごを意 

• お使いのテレビによっては、カバー ③ びない場合びあります。 



2テレビのネジをはずし、テレビをスタンドか5取りはずず。 

ごを意 

• テレビは、画面を傷つけないためにやわらかい厚手の巧の上に、画面を下に向けて置いて<ださし、 
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ネジ（大： + PSW 5 X 16 mm ) (付属）でスピーカーを固定ずる。 



巧のぺージへつづ< 


取り付け金具（付属）をネジ（大： + PSW 5 X 16 mm ) (付属）でスタ 
ンドに固定ずる。 


取り付け金具 


4 
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手順 2 ではずしたネジで固定ずる。 



リアカバー （ A 、 B 、 C ) (付属）を取り付ける。 

U アカバー A は、ネジ（ル： M 3 X 8 mm ) (付属）で固定します。 

U アカバー目は、切り欠をにスピーカーコードを通して、 3 か所の突起をはめ込みます。 

U アカバーじは、3か所の突起をはめ込みます。 

ごを意 

• 取り付け金具を使ってテレビとスピーカーを組み合わせた状態のとを、スピーカーを持って動かさな 
いでください。けびや破損の原因となることびあります。 

• リアカバ ー A は KDL -40/46 LX 900、 KDL -4 日/ 46 NX 80 日に取り付ける場台に使用しまず。 


























8 手順 1 で取りはずしたカバー①とテレビカバー（付属）を取り付ける。 

カバー©を取り付ける手順について、詳しくはお使いのテレビの取扱説明書をご覧くださ 
い。 

ごま意 

• テレビカバーは KDL -4 日/ 46 LX 90 日、 KDL -4 日/ 46 NX 800 に取り付ける場合に使用します。 

(お使いのテレビにカバー⑤びある場合は、テレビカバーを取0付けることびでをます。） 


テレビ カバー 


カバー① 


ごを意 

• スピーカーをテレビスタンドに取り付けたら、転倒防止用ベルトまたは転倒防止部品のどちらかを取り付け 
て、転倒防止の措置を行ってください。詳しくは、「テレビに転倒防止の措置をずる」に2ページ）をご覧く 
ださい。 


スピーカーとテレビを壁にかける 

スピーカーを取 D 付けたテレビをフ□アスタンドに取り付ける 



次のテレビ（別売）にスピーカーを取0付けることびでをます。 

• KDL -40/46 LX 900、 KDL -40/46 NX 80 日、 KDL -40/46 HX 800、 KDL -40/46 EX 700 
テレビを壁に取り付けるには、テレビ、および壁掛けユニットの取扱説明書をご覧ください。 

1 テレビの背面か5カバー①と⑤をはずず。 

テレビの背面からカバーを取り外す手順について、詳しくはお使いのテレビの取扱説明書 
をご覧ください。 

ごま意 

• お使いのテレビによっては、カバー③がない場合びあります。 



カバー⑤ 
,カバー© 


巧のぺージへつづ< 


圓 ！か！ 
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2 テレビのネジをはずし、テレビをスタンドか5取りはずず。 

ごを意 

• テレビは、画面を傷つけないためにやわらかい厚手の巧の上に、画面を下に向けて置いて<ださい。 



3 スピーカーと取り付け金具（付属）をネジ（大： + PSW 5 X 16 mm ) 
(付属）で固定ずる。 



4 テレビを取り付ける。 

ごを意 

• テレビは、画面を傷つけないためにやわらかい厚手の巧の上に画面を下に向けて置いて<ださい。 
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5 手順 2 ではずしたネジで固定ずる。 




巧 

m 

か 

倫 


6テレビを壁に取り付ける。または、テレビをフ□アスタンドに取り付け 
る。 

テレビを壁にかける手順について、詳しくはお使いのテレビの取扱説明書をご覧ください。 
テレビをフ□アスタンドにかける手順について、詳しくはフ□アスタンド （ SU - FL 71 M ) 
の取扱説明書をご覧ください。 

ごを 意 

• 取り付け金具を使ってテレビと本機のスピーカーを取り付けた状態のとき、本機のスピーカーを持って動か 
さないで<ださい。けびや破損の原因となることびあります。 

• スピーカーをフ□アスタンドに取り付けたら、転倒防止用の取り付け具を壁に固定して、転倒防止の措置を 
行って<ださい。詳し<は、「フ□アスタンドを壁などに固定する」 （24 ページ）をご覧<ださい。 

SU-WL500 ( 別売）を使用して、 KDL-40/46HX 800 、 KDL-40/46EX 700 を壁にかける 

♦ 日 A 
お □ 

設定でをるチルトの角度は0度、5度のみです。チルトの角度を10度、15度、20度に設定する場 
合は、本機のスピーカーを直接壁にかけてください。 

SU-WL 700 ( 別売）を使用して、 KDL-40/46LX 900 、 KDL-40/46NX 800 を壁にかける 

♦日 A 

尚 a 

テレビと壁掛けユこットの間にスペーヴー（付属）をはさみ、壁掛けユこット用ネジ（付属）で 
固定してください。 

スペーヴーおよび壁掛けユニット用ネジは、本機に付属のわのを使用してください。一部のテレ 
ビに付属するスペーヴーは使用しないでください。 



次のページへつづ< 
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^ レビに面倒防止の巧置をずる 

転倒防止の措置をしないと、テレビび転倒して、けびの原因となることびあ0ます。 

テレビをテレビ台や壁などとつないで、転倒防止の措置を行ってください。 

警告 

• けびを防止するために、本機のスピーカーを取り付けたテレビは、壁から2己 cm 未滿に設置し、壁などに 
しっかりと固定してくださし、。 

ごを意 

• テレビやテレビ台を設置するとをに、指をはさまないよラにしてください。 

• テレビを設置するとをは、テレビび後方に転倒してちテレビ台から落下しないよラに、テレビ背面と壁の間 
び2日 cm 未満となるよラにしてください。 


テレビスタンドをテレビ台などに固定する 

テレビに同捆されている乾倒防止用べルトをすでにお使いの場合は、そちらをお使いください。 




1 テレビをラックの中央に載せる。 

2 転倒防止用ベルト（付属）をテレビにはめ込んで、ドライバーを使って、転倒防止用ベルト 
のネジ （+ PSW 4 X 20 mm ) (付属）でしっかり留める。 

3 転倒防止用ベルト（付属）を転倒防止用ベルトの木ネジ （ M 3.8 X 20 mm ) (付属）でラッ 
クに固定する。 
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巧のぺージへつつ < 


テレビを壁などに固定する 

あらかじめ市販の丈夫なひちまたはクサ U と、壁などにつなぐための取0付け具をご用意くださ 
い。 

テレビをテレビ台などに固定する場をにわ、下記の手順で、必ずテレビを壁などに固定してくだ 
さい。 

1 テレビ背面上方のネジ巧に転倒防止部品（付属）を取り付ける。 



.ふ 


転倒防止部品 


2 しっかりした壁や柱に取り付け具（別売）を固定し （®)、 転倒防止部品にひもやクサ IJ (別 
売）などを通して、壁側の取り付け具にしっかりつなぐ（⑤)。 


壁から25 cm 未満と 
なるよラに設置ずる。 


壁から2日 cm 未满と 
なるよラに設置する。 



置し)た場合 
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フロアスタンドを壁などに固定する 

あ5かじめ市販の丈夫なひちまたはクサ U と、壁などにつなぐための取り付け具をご用意くださ 
し、。 

1 しっか0した壁や柱に取0付け具（別売）を固定し、フ□アスタンドに取り付けたひもまた 
はクサリをしっか0つなぐ。 

フ□アスタンドにひをまたはクサ U を取り付ける手順について、詳しくはフ□アスタンドの取扱説明書を 
ご覧ください。 


壁から2日 cm 未満と 
なるよラに設置する。 
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下記の手順でスピーカーを壁に取り付けることびでさます。 

ごを意 

• 壁の材質や強度に合わせたネジを使ってください。壁の材質によっては破損する恐れびあります。ネジは柱 
部分にしっかりと固定してください。スピーカーは補強された壁に水平に取0付けてください。 

• 販売店や工事店に依頼して、安全性に充分考慮して確実な取り付けを行って<ださい。 

• 取り付けの不備、取り付け強度不足、誤使用、天災などによる事故、損傷につをましては、当社は一切責任 
を負いません。 

1 スピーカー背面の巧に合ラ市販のネジを用意ずる。 


\\\\\\\\\\\\\\な> : 


4 mm 


^ - 

25 mmULb 


スピーカー 背面の巧 


壁にネジをとめる。 

ネジび壁から6 mm から7 mm 突さ化すよラにとめてください。 



スピーカー背面の巧をネジにかける。 

スピーカー背面の巧とネジの位置を合わせて占、5、2箇所同時に取0付けてください。 




スピーカーを 壁に取日付ける 
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スピーカー をつなぐ 


スピーカーコー ドの コネクターはスピーカーの 種類にをせ て 色分けされ ています。スピーカー 
コードは、コネクターと 同じ色の スピーカー 端子につないでください。 


サブウーファー 
背面 


0.7A MAX 

r=n 
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◎圏 

7 扣 F"。, ゴ 


[&] fBl[S1 

DVDM BDW5 S 肝记 srVM TV 出力 


fi° °l] (j° 3 を °|] ss-crao 

、 R C 邮扣 L 


n n 

SATA ： 肌 TV 

n—w 

®J 

編 / Q 


緑 . 


赤 


: MS- 

M 11 


白 


0 


スピーカー 


o スピーカーコード（付属） 


26 











































テレビやレコーダーなどをつなぐ 

HDMI 端子びあるテレビやレコーダー、衛星放送チューナーやケーブルテレビチューナーなど 
は、 HDMI ケーブルをつなざます。 

"ブラビア U ンク"に对応した機器を HDMI ケーブルでつなざ、つないだ機器の設定をテレビ側 
で行ラと、便利な r ブラビア U ンク"機能」び使えます （46 ページ)。 


DVD レコーダー など 


A 


司 


HDMI ケープル（別売） 


□ 


テレビ 


八 


HDMI ケープル（別売） 

f, — 


サブウーファー 
背面 



? I 


ブルーレイディスク 
レつーダーなど 


□ □ 


A 


司 


HDMI 端子びある衛星放送 
チューナー、ケープルテレビ 
チューナーなど 


光デジタル音声コード し 

(テレビ接続用）（付属） A 


HDMI 入力 

口 

光デジタル音声出力 

恩 


HDMI ケープル（別売） HDMI ケーブル（別売） 

ごを 意 

• 本機は ARC (オーディオリターンチヤンネル）機能に対応しています。 ARC 機能に対応しているテレビの 
HDMI 入力端子につないだ場を、光デジタル音声コードの接続は不要でず。 ARC 機能について、詳しくは 
「 ARC 讨ーディオ U 夕ーンチヤンネル）をオフ烟）にする」ほ1ぺージ）をご覧ください。 

• ARC 機能に対応しているテレビの HDMI 入力端子には 「 ARC 」 と表記されています。それ外の HDMI 入 
力端子につないでち、 ARC 機能は働をません。 

• ARC 機能は HDMI 機器制御機能びオン（入）のときに有効です。 

• "プレイステーション 3" などは、本機の空いている HDMI 入力端デにつないでください。本機の HDMI 入力 
端子の機能はどれち同じです。 

• 機器を同軸入力端子や光入力端子と HDMI 端子に同時につないだ場合、 HDMI 端子からの信号び優先されま 
す。 

次のぺージへつづぐ 


HDMI 出力 

口 


HDMI 出力 

口 


HDMI 出力 

n 
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• 光デジタル音声出力端子びないテレビの場合は、アナ□グ音声コード（別売）でテレビのアナ□グ音声出力 
端子と本機の TV 宣声入力端子を接続して < ださい。 


ちょっと 一言 

• 本機の電源びオフ（スタンバイ）のときでも、テレビに HDMI 信号び伝をされて、つないだ機器の映像と音 
声をテレビで楽しむことびでさまず。 

HDMI 端テの接続について 

• High Speed HDMI ケーブルをご利用ください 。 Standard HDMI ケーブルの場合、108 Op 
や Deep Color 、3 D の映像が正しく表示できない場をびあります。 

• 認証を受けた HDMI ケーブルまたは ソニー 製の HDMI ケーブルをおすすめします。 

• HDMI ケーブルでつないだ機器の映像がきれいに映らなかった0、音び出ないときは、つない 
だ機器側の設定をご確認 < ださい。 

• HDMI 端テからの音靑信号（サンプリング周波数、ビット長など）は、つないだ機器によ0制 
限されることびあります。 

• つないだ機器か5の音声出力信号のチャンネル数やヴンプ U ング周波数び切り換えられた場 
合、音靑が途切れることがあります。 

• っないだ機器び著作権保護技術 ( HDCP ) に対応していないために、本機の HDMI TV 出力端 
テの映像や音靑が乱れたり再生できない場合があります。このよラな場合は、つないだ機器の 
仕様をご確認ください。 

• HDMI - DVI 変換ケーブルの使用はおすすめしません。 

• 本機の入力が 「 TV 」、「 DMP 0 RT 」、「 SA - CD / CD 」、「 VIDEO」、「TUNER FM 」 または 
「TUNER AM 」 のときは 、 HDMI TV 出力端子からは前回選択された HDMI 入力（巨 D、DVD 
または SAT / CATV ) の映像び出力されます。 

• 本機は Deep Color 、" x . v . Color " および 3 D 伝送に対応しています。 

• 3 D 映像を楽しむには、 3 D 表示に対応したテレビおよび映像機器（ブルーレイディスクレコー 
ダー、"プレイステーション 3" など）と本機を HDMI ケーブルでつなざ、 3 D >< ガネを装着し 
たラえで、 3 D 対応のブルーレイディスクなどを再生してください。 
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その他の機器をつなぐ 


HDMI 端子のない"プレイステーション 2" や DVD プレーヤー、衛星放送チューナーやケーブル 
テレビチューナーなどをつなぐ場合は、本機のアンプメニューで HDMI 機器制御磯能をオフ 
(切）に設定してください （47 ページ)。 

その他のオーディオ機器 


DVD フレーヤーなど 


◎ 


◎ 

U 

ioi 

〇 0 0 0 0 C 

u 



アナ□グ音声 



同軸デジタル 
コード（別売) 



テレビの映像入力へ 



光デジタル音声コード 
(別売） 


テレビの映像入力へ 


ごを意 

• 本機の電源び入っているときは、デジタル^ディアポートアダプターを掠を差ししないでください。 

• デジタル六ディアポートアダプターを差し込むとさは、コネクターとデジタル六ディアポート端子 

( DMPORT 端子）の矢印び向かい合っていることを確認してください。デジタル^ディアポートアダプター 
を取りはずすときは、©を押しなびらコネクターを抜いてください。 
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アンテナをつなぐ 


AM ループア ンテナをつなぐ_ 

アンテナは AM 放送を受信しやすいお状、長さになっています。はずしたり、丸めたじしないで 
ください。 

1 ループ ) になっている部分のみをプラスチックスタンドか5は 
ずず。 

2組み立てる。 

台を起こし、溝に差しこみます。 



3 AM アンテナ端子にアンテナコードをつなぐ。 

レバーを指で押しながら、コードの （*) の部分を差し込んでください。 
コードはどちらの端子にもつなぐことがでさます。 



ごミち意 

• 雑音の原因になるため、 AM ループアンテナは本機や他の AV 機器の近< に置かないで<ださい。 

ちょっと一言 

• AM 放送の受信状態び良<ないとをは、付属の AM ループアンテナの向をや位置を受信状態の良い方向 
や位置へ変えてください。 

4アンテナコードを軽く引いてみて、しっかりつなびれたことを確認ずる。 
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FM ワイヤーアンテナをつなぐ_ 

FM ワイヤーアンテナを FM 75 n 同軸アンテナ端子につなざます。 



ごを意 

• FM ワイヤーアンテナをつないだ後は、受信状態の良い向をを探してください。 

• FM ワイヤーアンテナを壁にはるとをは、受信状態の良い壁面を探して<ださい。 

• FM ワイヤーアンテナは束ねたまま使わないで<ださい。 

• FM ワイヤーアンテナは奧まで確実に差し込んでください。 

ちょっと一言 

• FM 放送の受信が態び良くないとさは、市販の7日!: i 同軸ケーブルを使って、本機と屋外アンテナをつなざま 
す。 



電源コードをつなぐ 

他の機器やテレビをつないでから、本機の電源コードを壁のコンセントにつないでください。 
ごを意 

• 電源コードをつないで約20秒待ってから、リモコンの電源ボタンまたはサブウーファーの1/む（電源）ボタ 
ンを押して電源を入れて<ださい。 

• 本機は、コンセントの近くでお使い下さい。ご使用中不具合び生じた時は、すぐにコンセントから電源プラ 
グを旅を、電源を遮断して下さい。 
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つないだ機器の音声出力を設定する 

マルチチャンネル音声 （ AAC 、 DTS、Dolby Digi ねしマルチチャンネル LPCM ) を楽しむに 
は、つないだ機器の音声出力設定び必要になります。マルチチャンネル音声で音声を出力するよ 
ラに、つないだ機器を設定してください。音声出力の設定については、つないだ機器に付属の取 
扱説明書をご覧ください。 
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再を 


各部の名前と働を 

詳しい説明は （） 内のページをご覧ください。 



田1/の（電源）ボタン 
回 INPUT SELECTOR (入力切換）ボタ 
ン 

再生する入カソースを選びます。 

押すたびに次のよラに切0換わ0ます。 
TV 一 BD 一 DVD 一 SAT/CATV -► 
VIDEO 一 SA - CD/CD 一 TUNER FM 
一 TUNER AM 一 DMPORT 一 TV --- 


固 VOLUME 馆量）-ボタン 
团 VOLUME 宿量）+ボタン 
固表お窓 


次のページへつづ< 
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表示窓（サブウーファー) 



田 POWER/ACTIVE STANDBY 

U 下のよラに点なします。 

緑：電源び入っているとを。 

オレンジ：本機の HDMI 部分にのみ電源 
び入っているとき （ HDM I 機器制御機能 
びオン（入）のとを）。 

消灯：電源が切れているとさ。 

ごを意 

• オレンジのランプは、テレビの電源を切って 
から約3日耿後に消なします。ただし、 

「PASS THRU 」 び rONJ のときは消のし 
ません。 

回音声フォーマット表示 

本機に入力されている音声フォーマット 
が点灯します。 

田 D :ドルビーデジタル 
田 PUI : ドルビープ□□ジック II 
AAC : Advanced Audio Coding 
LPCM :リニア PCM 
DTS 

回 NIGHT (60 ぺージ） 

NIGHT MODE のとをに点灯します。 

团 SLEEP (61 ぺージ） 

スリープタイマーを設定したとさに点滅 
します。 


固 HDMI (27 ぺージ） 

HDMI 对応機器を使っているとさに点灯 
します。または、本機の入力が 「 TV 」 の 
場合、 ARC の信号び入力されているとさ 
に点灯します。 

固 COAX/OPT 

COAX (同軸入力 )、 OPT (光入力）の 
ラち、現在使われている音声入力が点灯 
します。 

团 TUNED (40 ぺージ） 

ラジオ局を受信したとさに点灯します。 

固 ST (40 ぺージ） 

ステレオ放送を受信したとさに点なしま 
す。 

回 MUTING 

消音機能が有効になっているとさに点灯 
します。 

圆回リモコン受光部 
回メッセージ表示領域 

音量や選ばれているが部入力、入力され 
た音声信号の種類などを表示します。 
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u モコン 


付属の u モコンを使って、本機を操作するこ 
とびでをます。つないだ機器の操作について 
は、 日3 ページをご覧ください。 

ごを意 

• リモコンは、本機の U モコン受光部（回）に向 
けて操作してください。 



* 数字ボタンの5、および音声切換ボタン、►-ポ 
タン、サウンドフィールド+ボタンには、凸点 
(突起）び付いています。操作の目印として、お 
使いください。 


田]電源ボタン 
图入カボタン 

使用する機器を選びます。 

回アンプメニューボタン （58 ぺージ） 

团サウンドフイールド +/— ボタン 
(44 ぺージ） 

固消音ボタン 
固音量 +/- ボタン 
团 仁陳 I 今、@ 

卜、个、み、ボタンを押して設定を選び、 
©ボタンで決定します。 
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テレビの電源を入れて、番組を 
選ぶ。 

詳しくはテレビに付属の説明書をご覧 
<ださい。 

本機の電源を入れる。 

リモコンの TV ボタンを押し、 

本機の表示窓に nvj と表示 
させる。 

音量 +/— ボタンで本機の音量 
を調節ずる。 


テレビの音声を聞< 



ちょっと一■言 

. ソニー 製テレビをつないでいる場を、 TV ボタン 
を押すだけで、自動的にテレビの音声入力を切り 
換え、テレビの映像を表おします。設定を変える 
ときは、「リモコンの入カボタンに登録された機 
器を変更する」 （56 ページ）をご覧ください。 

• テレビのスピーカーからを音び出ていることびあ 
ります。その場合は、テレビの音量を最ルにして 
<ださい。 

"ブラビアリンク"をお使いのときは 
(システムオーデイオコント□ール） 

手順2か53は不要です。テレビの電源を入 
れると、自動的に本機の電源び入り、入力び 
切り換わります。 

また、テレビのリモコンで本機の音量を調節 
することがでをます。 

本機の電源を切ると、テレビのスピーカーか 
5音び出ます。 

プラビア U ンクの設定方法について、詳しく 
は r プラビアリンク—機能」 （46 ページ） 

をご覧ください。 

ちょっと一 •言 

• テレビのスピーカーから音び出ている状態でテレ 
ビの電源を切った場台、：欠にテレビの電源を入れ 
てち、本機の電源は入りません。 


2 3 4 
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つないだ機器の音声 
を聞< 



1 つないだ機器を再生ずる。 

2本機の電源を入れる。 

3再生したい機器の入カボタンを 
押して、本機の表示窓に入力名 
を表示させる。 


選んだ入力 

再生ずる機器 

yr ■ 

TV 端子につないだテレ 
ビなど 

臣 D 

目 D 端テにつないだブ 
ルーレイディスクレコー 
ダーなど 

DVD 

DVD 端子につないだ 

DVD レコーダーなど 

SAT/CATV 

SAT/CATV 端モにつな 
いだ BS/CS チューナー 
など 

VIDEO 

VIDEO 端子につないだ 
DVD プレーヤーなど 

SA - CD/CD 

SA - CD/CD 端子につな 
いだオーディオ機器など 

TUNER FM * 

内蔵の FM ラジオ 

TUNER AM * 

内蔵の AM ラジオ 

DMPORT 

デジタルメディアポート 
端テにつないだポータブ 
ルオーディオプレーヤー 
など 



* TUNER ボタンを押すたびに、 「 FM 」 と 「 AM 」 
び切り換わります。 

4映像機器の場合、テレビの入力 
を、本機につないでいる HDMI 
入力に切り換える。 

詳しくはテレビに付属の説明書をご覧 
<ださい。 

5音量+/—ボタンで本機の音量 
を調節ずる。 


ちょっと 一言 

• テレビのスピーカーからも音び出ていることびあ 
ります。その場合は、テレビの音量を最小にして 
<ださい。 

• Dolby True HD、Dolby Digital Plus 、 DTS - 

HD に対応した機器で、これらの音源を再生した 
場含、本機ではドルビーデジタルまたは DTS と 
して処理されます 。 Dolby True HD などの高品 
質サウンドフオーマットを選択している隙は、可 
能であればつないだ機器の出力設定をマルチチヤ 
ンネル PCM にしてください。 


次のページへつづ< 
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ごま意 

• デジタルメディアポート端子の映像出力端子を、 
テレビの映像入力端子につないでいる場台、本機 
の HDMI 機器制御機能をオフ（切）にしてくださ 
い （47 ページ)。 HDMI 機器制御機能びオン 
(入）のままでは、デジタル><ディアポート端子 
につないだ機器の映像を見ることびでをません。 

• HDMI 機器制御機能をオン（入）にしている場 
を、映像を表示せずに音声だけを楽しむには、テ 
レビの電源を切ったあとに、本機の電源を入れな 
おして < ださい。 

本機の電源を入れたあとにテレビの電源を切る 
と、 HDMI 機器制御機能び働走、テレビにつない 
だ機器ずベての電源び切れてしまいます。 

"ブラビアリンク"をお使いのときは 
(ワンタッチプレイ） 

手順2か54は不要です。つないだ機器を再 
生すると、自動的に本機とテレビの電源び入 
り、入力び切0換わ0ます。 

また、テレビの U モコンで本機の音量を調節 
することびでをます。 

プラビアリンクの設定ち法について、詳しく 
は r ブラビアリンク"機能」 （46 ページ） 

をご覧 < ださい。 


ちょっと一言 

• テレビのスピーカーから音び出ている状態でテレ 
ビの電源を切った場合、なにテレビの電源を入れ 
てち、本機の電源は入りません。 
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ラジオ 


ダイレクト選局 

数字ボタンで聞をたい放送局の周波数を選ん 
で、放送局を受信でをます。 


3シフトボタン（①）を押しなび 
5、数字ボタン（②）を押し 
て、聞きたい放送局の周波数を 
選ぶ。 

例： r 88.0 MHz 」 を還局するときは、 
シフトボタンを押しながら次のよラに 
数字ボタンを押します。 

8 - ► 8-^0 


数字 

ボタン 


システム3与■ノけイ 


1 1 2 2 3 3 

卜 ] い。] 爪] 

4 4 5 5 6 6 

「_^ J pE。 I た巨 D/| 

7 _7 8。ろ g 

卜 MPQRT^ I TUNER j I | 

10 0/10 11 クリ: P 12 _语ち 

ロ ロ 日 

バレ y 卜 

乂モ U- チューニン ブ 



TUNER 

確定 

ダイレク 
トチュー 
ニング 


シフト 


1 TUNER ボタンを押ず。 

TUNER ボタンを巧すたびに、 「 FM 」 

と 「 AM 」 が切り撰わります。 

本体の INPUTSEI _ ECTOR を使うこと 
ちでをます。 



4シフトボタンを押しなび5、確 
定ボタンを押ず。 


ちょっと一 言 

• AM 放送を受信ずるとをは、付属の AM ループア 
ンテナの向さや位置を受信状態の良い方向や位置 
へ変えてください。 

放送局を受信できないときは 

正しい周波数び入力されているか確認してく 
ださい。正しい周波数び入力されていない場 
合は、手順2〜4をやり直してください。そ 
れでち放送局を受信でをない場をは、入力し 
た周波数が使われていない可能性びありま 
す。 


ダイレクトチューニングを押 
ず。 



























个 / んでプリセツト番号を選ぶ。 
©を}甲ず。 

表示窓に 「 COMPLETE 」 と表示され、 
放送局び登録されます。 


放送局を登録する 
(プリセット） 


FM 局を20局と AM 局を10局登録できます。 
よく聞く放送局は登録しておくと便利です。 
受信を始める前に、音量を最ルにして<ださ 
し、。 



1 TUNER ボタンを押す。 

TUNER ボタンを押すたびに、 「 FM 」 

と 「 AM 」 が切り換わります。 

2 選局一/+ボタンを押し続け、 
自動選局が始まった5離ず。 

周波数表示び変わっていを、放送局を 
受信すると、選局が自動的に止ま0ま 
す。表示窓に 「 TUNED 」、 に下 」 (FM 
局のステレオ放送を受信したとを）び 
点なします。 

3 メモリーボタンを押ず。 



6 手順2〜5を繰り返して、他の 
放送局を登録ずる。 


プ U セツトま号を変えるには 

手順3から操作をする。 


4 5 
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ラジオを聞 < 

先に「放送局を登録する（プリセット)」 
(40 ページ）で放送局を登録してください。 


3 音量を調節ずる。 

ラジオを消すには 

U モコンの電源ボタンまたは本機の1/¢ ( 電 
源）ボタンを押します。または他の入カファ 
ンクシヨンに切り換えます。 



電源 


TUNER 


選局 
+ /— 

プリセット 

+ /- 


1 TUNER ボタンを巧ず。 

最後に受信した放送局び受信されます。 
TUNER ボタンを押すたびに、 「 FM 」 

と 「 AM 」 び切り換わります。 

2 プリセット +/- ボタンを繰り 
返し押して、登録した放送局の 
中か5聞きたい放送局を選ぶ。 

ボタンを巧すごとに登録した放送局を1 
局ずつ探していさます。 

シフトボタンを押しなび5数字ボタン 
を押して、登録した放送局の番号を選 
ぶことちでをます。 


登録していない放送局を聞くには 

手動または自動で受信します。 

手動受信は、「ダイレクト選局」 （39 ページ） 
をご覧ください。 

自動受信は、手順2で U モコンの選局+また 
は一を押し続けます。自動受信は放送局を貴 
信すると自動的に停止します。自動受信を止 
めるときは選局+または一を押してくださ 
い。 

FM 放送の受信げ態び良<ないとをには 

FM 放送の受信状態び良くないときは、モノ 
ラル受信を選びます。ステレオ受信ではあり 
ませんび、聞さやす<なります。 

1 メこユーボタンを押す。 

2 个で表示窓の 「FM MODE 」 を選び、 
©またはを押す。 

3 抑で 「 MONO 」 を選ぶ。 

お買い上げ時の設定は下線の項目です。 

• STEREO :ステレオ巧炭をステレオ受 
信します。 

• MONO :モノラル受信します。 

4 ©を押す。 

5 メこューボタンを押す。 


ちょっと一言 

• 受信状態を良<するには、付属のアンテナの向を 
や位置を変えてみてください。 




























プリセット +/- ボタンを繰り 
返し押して、名前をつけたい放 
送局を選ぶ。 

メニュー ボタンを巧ず。 

个/ んで 表示窓の 「NAME IN 」 

を選ぶ。 



©を}甲ず。 

<"、个、ん、で名前をつける。 

个 /* で文字を選び、4を押してカーソル 
を次へ動かします。文字、数字、記号 
を入力することがでさます。 

間違えて入力したときは 

変更したい文字び点滅するまで、繰り 
返し卜 /■> を押し、个で正しい文字を選 
ぶ。 

©を巧ず。 

表示窓に 「 COMPLETE 」 び表示され、 
放送局の名前び登録されます。 


登録した放送局に名 
前をごける 

登録した放送局に名前をつけることびでさま 
す。これ日の名前 (rxYzj など）は、放送 
局び選ばれたとさに表示窓に表示されます。 
文字は10字まで入力でさます。 

登録した放送局には、それぞれひとつの名前 
しか登録でさません。 


■TUNER 


© 


.プ I 」セット 
+ / — 


0 メニューボタンを巧ず。 

ちょっと一•言 

• 画面表示ボタンを繰り返し押すと、表示窓で周波 
数を確認ずることびでさます （43 ページ)。 


1 TUNER ボタンを巧ず。 

最後に受信した放送局び受信されます。 
TUNER ボタンを押すたびに、 「 FM 」 

と 「 AM 」 が切り換わります。 


• TV ま巧電源 
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表示窓で放送局の名 
前や周液数を見る 

本機の入カフアンクシヨンび 「 FM 」 または 
「 AM 」 のとを、表示窓に周波数を表おさせ 
ることびでさます。 



画面表示ボタンを押ず。 

画面表示ボタンを押すたびに、表示窓は;欠の 
よラに切り換わります。 

® 放送局名* 

⑤周波数** 

* 放送局を登録して、名前をつけているとをに表示 
されまず。 

** 数砂経過禮に放送局名表示に戻じまず。 












サラウンド効ま 


サラウンド効果を楽 
しむ 


サウジドフイールドを選ぶ 

本機ではマルチチヤンネルサラウンド効果を 
楽しむことびでさます。お好みのサウンド 
フイールドを選んでください。 



ヴウンドフイールド +/- ボタンを 
巧ず。 

本機の表示窓に現在のヴウンドフィールドび 
表示されます。 



ヴウンドフイールド+/—ボタンを押すたび 
に、表示び次のよラに切0換わ0ます。 
STANDARD 一 MOVIE 一 DRAMA 一 
NEWS 一 SPORTS 一 GAME 一 
MUS に 一 2 CH STEREO 一 P.AUDIO 
一 STANDARD ..... 


サウンドフィールドの種類 


サウンドフィールド 

効果 

STANDARD * 

どんなソースにち幅広 
<対応します。 

MOVIE * 

セ U フび間さ取0やす 
く、迫力のあるヴウン 
ドと臨場感び楽しめま 
す。 

DRAMA * 

テレビドラマに最適な 
音質で楽しめます。 

NEWS * 

アナウンサーの声び間 
さ取0やすい、ク1」ア 
な音亩です。 

SKDRTS * 

解説び聞さ取り和す 
く、歓声などびヴラウ 
ンドで聞こえ、臨場感 
び楽しめます。 

GAME * 

ゲームに最適な迫力あ 
るサウンドと臨場感び 
楽しめます。 

MUSK * 

音楽番組や音楽系のブ 
ルーレイディスク、 

DVD に最適な音質で 
楽しめます。 

2 CH STEREO 

音楽 CD に最適な音質 
です。 

P . AUDIO ** 

携帯用 S ユージックプ 
レーヤーで再生される 
MP 3 などの圧縮され 
たソースに適していま 
す。 


* 入力切換ボタンで 「 DMPORT 」 を選択している 
とさは、表示されません。 

**rDMPORT」 を選択しているとをのみ表示され 
ます。 

ちょっと 一言 

• サウンドフィールドは入力ごとに設定でをます。 

• サウンドフィールドのお買い上げ時の設定は、乂 
力び 「 DMPORT 」 のときは 「 P . AUDIO 」、 その 
他の入力のとをは 「 STANDARD 」 でず。 

• 入力切換ボタンで 「 DMPORT 」 を選択している 
とさは、センタースピーカーから音び出ません。 

• モノラル放送時など、入力信号によっては、音の 
出ない スピーカーび あ D ます。 
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• に CH STEREO 」 または 「 P . AUDIO 」 を選ん 
だ場合は、センタースピーカーからは音び出ませ 
ん /。 

• アンプメニューで 「 CTRLHDMI 」 び 「 ON 」 に 
設定され、かつ 「 SOUND . FIELD 」 が 
「 AUTO 」 に設定されているとさは、視聴中のテ 
レビ番組のジャンルに応じて、サウンドフィール 
ドが自動的に切り換わります （49 ページ)。 

•「 CTRLHDMI 」 が 「 ON 」 のとをに、ソニー製 
テレビの U モコンのシアターボタンを押すと、サ 
ウンドフィールドび 「 MOVIE 」 に切り換わりま 
す（一部のソニー製テレビをのぞ<)。 


ブラビアリンク" mm 


"ブラビア U ンク"と 
は？ 

HDMI 機器制御機能（"ブラビア U ンク"）に 
対応している ソこ一 製品を HDMI ケーブルで 
つなぐと、下記のよラに操作を簡単に行ラこ 
とびでをます。 

• ワンタッチプレイ （48 ページ） 

• システムオーディオコント□ール （48 
ぺージ） 

• 電源オフ連動ほ0ページ） 

• オートジャンルセレクター （49 ページ） 

"ブラビア U ンク"は、 HDMI 機器制御を搭 
載したソこ一のテレビやブルーレイディスク 
レコーダー、 AV アンプなどび対応していま 
す。 

HDMI 機器制御は 、 CEC (Consumer 
曰 ectronics Control ) で使用されてし、る、 
HDMI ( High-Definition Multimedia 
Interface ) のための相互制御機能の規格で 
す。 

次の場合、 HDMI 機器制御機能は正し<働 
をません。 

• HDMI 機器制御機能（"ブラビアリンク') 
に対応していない機器をつないだとを 
• 本機と各機器を HDMI ケーブルがでつな 
いだとさ 

. ソニー 製品がの HDMI 機器制御对応機器 
につないだとさ 

本機には、"ブラビアリンク"に対応した機 
器をつなぐことをおすすめします。 


ごま 意 

• つないだ機器の設定によっては、 HDMI 機器制御 
機能び働かないことびあります。お使いの機器の 
取扱説明書をご覧ください。 


"ブラビア U ンク"を 
使3準備をする 

"ブラビアリンク"を使ラには、つないだ機 
器の HDMI 機器制御機能をオン（入）に設定 
してください。 HDMI 機器制御機能に対応し 
ている ソニー 製テレビをお使いの場合、テレ 
ビの HDMI 機器制御機能の設定を行ラと、本 
機やつないだ機器の HDMI 機器制御機能も連 
動して設定されます。 



1 本機とテレビ、つないだ機器び 
H DM I ケーブルでつながれてい 
ることを確認ずる。 

2 本機とテレビ、つないだ機器の 
電源を入れる。 
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アンプ メニュー ボタンを巧ず。 

个/んを繰り返し押して rSET 
HDMIJ を表示させ、©または 
を巧ず。 

个/んを押して 、 「CTRLHDMU 
を選び、©または4を押ず。 

个/んを巧して、 rOFFj を選ぶ。 

次のぺージへつづぐ 


本機に再生機器を追加した0、再接続する 
とさは 

「"プラビアリンク" を使ラ準備をする」 （46 
ページ）や " COMPLETE 」 び表示されな 
いとをは」の手順をちラー度行ってくださ 
い。 

ごミち意 

• テレビの 「 HDMI 機器制御」によって、つないだ 
機器の HDMI 機器制御を同時に設定でをない攝を 
は、つないだ機器のメニューから HDMI 機器制御 
機能を設定してください。 

• テレビやつないだ機器の設定については、お使い 
の機器に付属の取扱説明書をご覧ください。 

ちょっと一言 

• 本機の HDMI 機器制御機能は、エ攝出荷時にオン 
(入）に設定されています。 


HDMI おお制御おおをオフ側） 
にする_ 

"ブラビアリンク’に対応していない機器や、 
HDMI 端子のない機器をつないでいるとさな 
どは、本機のアンプメニユーで HDMI 機器制 
御機能をオフ（切）に設定してください。 


3 つないだ機器の映像がテレビに 
映るように、テレビの HDMI 入 
力と本機の入力 （ SAT / CATV 、 
DVD または BD ) を切り換え 
る。 

4 テレビのメニュー画面に HDMI 
機器一覧を表示し、つないだ機 
器の HDMI 制御を有効にずる。 

本機とつないだ機器側の HDMI 機器制 
御機能び自動的にオン（入）に設定さ 
れます。 

設定び完了すると、表示窓に 
「 COMPLETE 」 び表示されます。 

ごま意 

• テレビやつないだ機器の設定については、 
お使いの機器に付属の取扱説明書をご覧< 
ださい。 

「 COMPLETE 」 が表示されないときは 

本機とつないだ機器の HDM 職器制御を個別 
にオン（入）に設定してください。 

1 アンプメこューボタンを巧す。 

2 个/んを繰り返し押して 「SET HDMI 」 を 
表示させ、©またはを押す。 

3 个/みを繰0返し押して 「CTRL HDMI 」 

を表示させ、©または4を押す。 

4 个/んを押して、 「 ON 」 を選ぶ。 

5 アンプメこューボタンを押す。 

アンプ方ニュー画面表示び消え、 HDMI 機器制 
御機能びオン（入）になりまず。 

6 HDMI 機器制御機能を使用したい機器の 
人力 （ SAT / CATV 、 DVD または巨 D ) を 
本機で選択する。 

7 つないだ機器の HDMI 機器制御をオン 
(入）にする。 

つないだ機器の設定については、お使いの機器 
に付属の取扳説明書をご覧<ださい。 


12 3 4 




47 










5 アンプメニューボタンを押ず。 

アンプメニュー画面表示び消えます。 


ブルー レイディスク 
を楽しむ 


(ワンタッチプレイ） 

つないだ機器を再生ずる。 

テレビの電源び自動的に入り、 HDMI 入力に 
切0換わ0ます。 


ちょっと一言 

• 本機の電源びオフ（スタンバイ）のときでも、テ 
レビに HDMI 信号び伝をされて、つないだ機器の 
映像と音声をテレビで楽しむことびでをまず。 

ごミち意 

• テレビによっては、コンテンツの開始部分び出力 
されないことびお D ます。 


テレビの音声を本機 
の スピーカー で楽し 
む 


(システムオーデイオコント□—ル) 


テレビのリモコンによる簡単な操作でテレビ 
の音声を本磯のスピーカーから楽しむことが 
でをます。また、音量調整と消音がでさま 
す。 

詳しくはお使いのテレビの取扱説明書をご覧 
ください。 





電源 

入力 

ボタン 


アンプ 

メニュー 


本機の電源を入れる。 

本機のスピーカーか5音び出ます。本磯の電 
源を切ると、自動的にテレビのスピーカーか 
ら音び出ます。 

ごま 意 

• 本機の電源を入れてから音声び出力されるまで 
に、時間がかかることびあ0ます。 

• お使いのテレビによっては、テレビの音量を変え 
たとをと同じよラに、画面に本機の音量をおす数 
字び表示されますび、画面の数字と本機の表示窓 
の数字が異なる こと びあ0ます。 
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アンプメニューボタンを押ず。 

个を繰0返し}甲して 「SET 
HDMIJ を表示させ、©または 
■> を巧ず。 

个を繰り返し押して 
rSOUND.FIELDJ を表示さ 
せ、任)または4を押ず。 

个を押して、設定を選ぶ。 

•「 AUTO 」 ：デジタル放送のテレビま 
組のジャンルに応じてサウンド 
フィールドび自動的に切0換わ0ま 
す。 

•「 MANUAL 」 ：サウンドフィールド 
+/—ボタンで還んだサウンド 
フイールドで、音靑を出力します。 

アンプメニューボタンを押ず。 

アンプメニュー画面表示び消えます。 


デジタルなをのジャンルに応じ 
て、サラウンド効まを自動的に切 
日巧える（才ートジャンル七レク 
夕-)_ 

視聴中のデジタル放送の番組情報 （ EPG 情 
報）を取得して、番組のジャンルに応じたサ 
ウンドフイールドに自動的に切り換えること 
びでさます（オートジャンルセレクター対応 
のテレビをお使いの場合のみ)。 


アンプメニユーボタンを押ず。 

个を繰り返し押して rSET 
HDMIJ を表示させ、@または 
4を巧ず。 


巧のぺージへつづぐ 


番組情報対応表 


番組情報 
(EPG 情報） 

才 ー ト ジャンルセレ 
クターで切り換わる 
ヴ ウンドフィールド 

ニュース/報道 

NEWS 

スポーツ 

SPORTS 

情報/ワイドショー 

STANDARD 

ドラマ 

DRAMA 

音楽 

MUSIC 

バラエティ 

STANDARD 

映画 

MOVIE 

アニ y / 特撮 

STANDARD 

ドキュメンタリー 

STANDARD 

劇場/公演 

MUSIC 

趣味/教育 

NEWS 

福祉 

NEWS 

その他 

STANDARD 

スポーツに S ) 

SPORTS 

洋画に S ) 

MOVIE 

邦画に S ) 

MOVIE 

情報なし 

STANDARD 

ごミち意 

• 番組情報 （ EPG 情報） 

に応じてサウンドフイー 

ルドび切り鞭わるとを、 

ます。 

音が途切れることびあり 

音量制旧機能をほラ 


システムオーデイオコント□-ルび作動中 
に、音靑出力びテレビか！5本機に切り換わる 
と、本機の音量によっては大きな音び化るこ 
とびあ0ます。こラしたことを防ぐために、 
本機に切0換えた後の音量をお限することび 
でさます。 


12 3 4 5 
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3 个を繰り返し押して rvoL 
LIMIT 」 を表示させ、©または 
■> を押ず。 

4个を押して設定値をミ夫める。 

ボタンを巧すごとに、設定値び切〇換 
わ0ます。 

MAX 一 49 一 48 ..... 2一 1一 
MIN 

5アンプメニューボタンを巧ず。 

アンプメこュー画面表示が消えます。 

ごを意 

• この機能は、音声出力び本機からテレビに切り鞭 
わるときには働さません。 

ちょっと 一言 

• 設定値は、通常お聞をの音量よ0みしルさ<ずる 
ことをおすすめしまず。 

• 設定値の大ささにかかわらず、本機とリモコンの 
音量—ボタンを使って音量を調整でをます。 

• この機能を使用しない場合は、 「 MAX 」 を選択し 
てください。 


リモコンの入カボタンを使う^ 

HDMI 機器制御機能がオン（入）のとさ、入 

カボタン（目 D 、 DVD 、 SAT / CATV 、 TV ) 

は次のよラに作動します。 

• 艮 D 、 DVD 、 SAT / CATV ボタン：押すだ 
けで、テレビ入力ち自動的に切り換わり、 
選んだ再生機器の映像をテレビで見ること 
びでをます。 

• TV ボタン：押すだけで、テレビ入力び自 
動的に切り換わります。ソこ一製のテレビ 
をつないでいる場を、簡単にテレビを見る 
ことがでさます。 

ちょっと 一言 

• 入カボタンを押して、つないだソニー製機器を操 
作することびでさまず。詳しくは「つないだ機器 
をリモコンで操作ずる」ほ3ページ）をご覧くだ 
さし、。 


テレビと本機、つな 
いだ機器の電源を切 
る 

(電源 オフ 連動） 

テレビの IJ モコンでテレビの電源を切ると、 
本機とつないだ機器の電源ち自動的に切るこ 
とがでをます。また、本磯のリモコンでテレ 
ビの電源を切ったとさわ、本機とつないだ機 
器の電源を自動的に切ることがでをます。 



TV (黄色）ボタンを巧しなび5、 
AV 電源ボタンを巧ず。 

テレビと本磯、つないだ機器の電源が切れま 
す。 
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アンプメニユーボタンを押ず。 

个を繰り返し巧して rSET 
HDMIJ を表示させ、©または 
4を押す。 

个を繰り返し押して、 

「PASS THRU 」 を表示させ、 
©または4を押ず。 


ごを 意 

• 本機やつないだ機器の状態によっては、つないだ 
機器の電源を切れない場合びありまず。詳しく 
は、各機器の取扱説明書をご覧ください。 


省電力機能をほう 

( HDM 倡号パススルー） 

"ブラビア U ンク"を設定すると、本機がス 
タンバイの状態でも、テレビでブルーレイ 
ディスクなどの映像や音声を楽しむことがで 
をます。また 、 「PASS THRU 」 を 
「 AUTO 」 に設定すると、テレビの電源に連 
動して、本機のスタンバイ時の消費電力を自 
動的に削減でをます。 

お買い上げ時の設定は 「 AUTO 」 です。 

ごを 意 

•「 CTRLHDMI 」 が 「 ON 」 のとさ、この機能は 
使えまず。 


4 个/んを巧して、設定を選ぶ。 

•「 AUTO 」 ：本機のスタンバイ時に、 

テレビの電源を入れると本機の 
HDMI 出力端テから信号を出力しま 
す。"プラビアリンク"対応のテレビ 
をお使いの場合、この設定をおすす 
めします。 「 ON 」 設定時よりもスタ 
ンバイ時の消費電力を削減でさます。 

•「 ON 」 ：本磯のスタンバイ時に、 
HDMI 出力端テから常に信号を出力 
します。 

ごま 意 

•「 AUTO 」 設定時は、 「 ON 」 に設定した場 
合よりわ映像と音声び出るまでに時間びか 
かることびあ0ます。 

5 アンプ メニュー ボタンを巧ず。 

アンプメニュー画面表示び消えます。 


ARC (才ーデイオ U 
夕ーンチヤンネル） 

をオフ（切）にする 

ARC (オーデイオリターンチヤンネル）に 
対応したテレビを、 HDMI ケーブルで本機に 
つなぐと、テレビのデジタル音声信号び本機 
に伝送されます。その場合、光デジタル音声 
コードなどをつなぐ必要はありません。 

ARC を使用しない場合はテレビと本機を光 
デジタル音声コードでつなぞ、本機のアンプ 
メニューで 「 ARC 」 をオフ（切）に設定し 
てください。 


巧の ぺージ へつつ< 


12 3 
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•アンプ 
メニユー 


アンプメニューボタンを 巧ず。 

个/んを繰り返し押して rSET 
HDMIJ を表示させ、©または 
4を}甲ず。 

个を繰0返し}甲して 「 ARC 」 
を表示させ、©または4を巧ず。 

个/んを押して、 rOFFJ を選ぶ。 

•「 ON 」 ： ARC をオン（入）にします。 
• rOFFJ : ARC をオフ彻）にしま 
す。 

アンプ メニュー ボタンを巧ず。 

アンプメこュー画面表示が消えます。 


ごを意 

• HDMI 機器制御機能をオフ（切）に設定している 
とさは、 ARC 機能は使用でさません。また、設 
定を行ラこともできません。 


12 3 4 5 
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巧のぺージへつづ < 


詳細な設定 


つないだ機器を y 
モコンで操作する 

ソニー 製の機器を本機の U モコンで操作でを 
ます。つないだ機器によっては、操作でさな 
い場合びあ0ます。そのよラなとさは、各機 
器の U モコンから操作してください。 



* 数字ボタンの5、および音声切鞭ボタン、►-ボ 
タン、サウンドフィールド+ボタンには、凸点 
(突起）が付いています。操作の目印として、お 
使いください。 


つないだ機器を操作するには 

1 操作したい機器を登録した入カボタ 
ン固 （BD、DVD、SAT/CATV、 
TV、DMPORT) を巧ず。 

選んだ入カボタンに登録された機器び 
操作でさるよラにな0ます。 

2 次の表を参照して、ボタンを巧ず。 

共通する操作 

ポタン 機能 

田 TV 電源 本機のリモコンで操作 

AV 電源 でさるソニー製のテレ 

(電源オン/スタンビ、オーディオ、ビデ 
バイ） 才の電源を入/切しま 

す。田 TV 電源/ AV 電 
源ボタンと回電源ボ 
タンを同時に巧して、 

本機と他の機器の電源 
を同時に切ります（シ 
ステムスタンバイ）。 


因確定 

圆シフトボタンを押 
しなびら、团確をボ 
タンを巧して選択を確 
定します。 

函 I <■、个 、 4^ 

、 ->.0矢印ボタンで項目を選 
び、©で確をします。 


國カラーボタン テレビ画面に操作ガイ 


ドを表おします（表示 
されない場合ちありま 
す)。ガイドに従って 
操作してください。 

國数字ボタン チャンネルやトラッ 

ク、チャプターなどを 
選びます。テレビの場 
合は、圆 TV (黄色） 
ボタンを巧しなびら、 
國数字ボタンを巧し 
ます。12し^上のチャ 
ンネル番号を入力する 
とさは、2析、3お目 
をすばや <巧します。 
他の機器の場合は、 

画シフトボタンを巧 
しなびら、ピンクのプ 
U ントびされた國数 
字ボタンを巧します。 


I i ¥ 雷巧熙神 
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テレビを操作するには 

1 画 TV (黄色）ボタンを押しながら、黄色 
の点びついたボタンまたは黄色のプ U ン 
卜びされたボタンを押す。 


ボタン 

機能 

固 CS 

UO 度 CS デジタル放 
送に切り換えます。 

固 BS 

目 S デジタル放送に切 
り換えます。 

团画面表示 

テレビ画面上に情報を 
表术します。 

图 ツール/オプシヨ 

そのとをでさる便利な 

ン 

機能を一覧表おしま 
す。 

圆メニュー/ホーム 

基本の操作を一 K 表示 
します。 

回 TV チャンネル 

チヤンネルを切り換え 

+ /- 

cjn 9 〇 

面 ！-; 肖音 

消音します。 

圃 音量+/ — 

音量を調節します。 

回 戻る 

ひとつ前の表示画面に 
戻ります。 

國卜、个、 *、 -^.0 

矢印ボタンで;>(ニュー 
項目を選び、(±)で選 
んだ項目を確定しま 
す。 

國 ま組表 

番組表を表おします。 

國 音声切換 

音声フォーマツトや言 
語を切り換えます。 

國 地上アナ□グ 

地上アナ□グ放送に切 
り換えます。 

國 地上デジタル 

地上デジタル放送に切 
り換えます。 

國 シアター 

シアターボタンに対応 
したソニー製テレビに 
つないでいる場合、画 
面を暗<するなど映画 
に適した設定を自動的 
に行います。 

また、本機とテレビを 
HDM 愼続して、 

HDMI 機器制御機能び 
オン（入）の場合、自 
動的に本機の音声出力 
に切り換えます。 

國 入力切換 

入力を切り換えます。 


ブルー レイデイスクレ コーダー /DVD レ 
コーダーを 操作ずるには 


ボタン 

機能 

固 映像切換 

マルチアングルで録画 
されたディスクを再生 
する場合、映像のアン 
グルを変更します。 

岡 メニュー/ホーム 

基本の操作び一覧表示 
されます。 

面] 

再生中のディスクの早 
戻し/早送りをしま 
す。 

画 1 

前や次のタイトル/ 
チャプターの先頭に進 
みます。 

回 ► (巧を ）/II 

再生を開始/一時停止 

(一時停止、ちラー 
度押すと通常再生 
に戻る）/■(停 
止） 

/停止します。 

S 卜、个、 *、 ->.0 

矢印ボタンでメニュー 
項目を選び、で選 
んだ項目を確定しま 
す。 

國字幕 

字幕対応のディスクを 
再生する場合、字幕の 
言語を選びます。 

國トップメニュー 

トップメニューやディ 
スクメニューを表示し 
ます。 

國ポップアッフ/メ 

目 D-ROM のポップ 

ニュー 

アップにュー 、また 
はディスクのメニュー 
化表巧します。 

國入力切換 

入力を切り換えます。 

ブルーレイディスクプレーヤー /DVD プ 

レーヤーを操作ずるには 

ボタン 

機能 

固 巧像切換 

マルチアングルで録画 
されたディスクを再生 
する場合、映像のアン 
グルを変更します。 

画 メニュー/ホーム 

基本の操作び一覧表示 
されます。 
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画民る 

ひとつ前の操作に戻り 

9 〇 

@ <■、个 、 今、@ 

矢印ボタンで;ニュー 
項目を選び、©で選 
んだ項目を確定しま 
す。 


ごま 意 

• 上記の説明は基本的な操作の一例でず。つないで 
いる機器によっては操作でをないか、または表と 
は異なった動作をする場をびあります。 


ボタン 

機能 

因] 

再生中のディスクの早 
戻し/早送りをしま 
す。 

固 W/W 

チャプターをスキップ 
しよ9 〇 


0 ► (再生 ） /H 再生を開始/一時停止 


( 一時停止、ちつ一/停止します。 
度押すと通常再生 
に戻る）/■(停 
止） 


國卜、个、■>、包） 

矢印ボタンでメニュー 
項目を選び、な)で選 
んだ畏目を確定しま 
す。 

図字幕 

字幕対応のディスクを 
再生する場合、字幕の 
言語を選びます。 

國トップメニュー 

トップ y ニューやディ 
スクメニューを表示し 

み;^ 0 

國ポップアップ/メ 

目 D-ROM のポップ 
アップメニュー、また 
はディスクのメニュー 
を表巧します。 

國入力切換 

入力を切り換えます。 

衛星放送 （ CS デジタル）チューナーを操 
作ずるには 

ボタン 

機能 

团画面表示 

画面表示び切り換わり 
ます。 

圆メニュー/ホーム 

基本の操作び一覧表お 
されます。 

@ 令、个、->.0 

矢印ボタンでメニュー 
項目を選び、©で選 
んだ畏目を確定しま 
す。 

國番組表 

番組表を表示します。 

國字幕 

字幕びおる番組で、字 


幕を表术します。 


デジタルメディアポートにつないだ機器を 
操作するには 


ボタン 

機能 

团 

画面表 ZK 

表示窓の設定を選びま 
す。 

画 

ゾニュー 

基本の操作び一覧表示 
されます。 

m 


再生中のデータの早戻 
し/早送りをします。 


M ► (再生 ）/II 再生を開始/一時停止 
( 一時停止、ちつ一/停止します。 

度巧すと通常再生 
に戻る）/■(停 
止） 


国 iii 神 
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リモコンの入カボタ 
ンに営録された機巧 
を変更する 

お使いの機器に合わせて、入カボタンの設定 
を変更することびでをます。 

例：ブルーレイディスクプレーヤーを DVD 
端テにつないだとさ、 DVD ボタンでブルー 
レイディスクプレーヤーを操作でさるよラに 
設定します。 

U モコンの VIDEO 、 SA - CD / CD 、 

DMPORT 、 TUNER ボタンの設定は変更で 
をません。 



AV 電源 
電源 

入力 

ボタン 


1 登録したい入カボタンを押しな 
がら' AV 電源 ボタンを押ず。 

例： DVD ボタンを押しなが 5 AV 電源 
ボタンを押す。 

2 AV 電源 ボタンを押したまま、 
手順1で押している入カボタン 
をはなず。 

例： AV 電源ボタンを押したまま、 

DVD ボタンをはなす。 

3 AV 電源 ボタンを押したまま、 
巧の表を参照して、登録したい 
機器の数字ボタンを押ず。 

例： AV 電源ボタンを押したまま、1を 
押す。 

4手順 3 で押した数字ボタンをは 
なし、巧に AV 電源 ボタンをは 
なず。 

例：1をはなし、次に AV 電源ボタンを 
はなす。 

DVD ボタンでブルーレイディスクプ 
レーヤーを操作でをます。 


お使いの機器を BD 、 DVD 、 SAT / 
CATV 、 TV ボタンに登録するには 


機器 

数字ボタン 

ブルーレイディスクプレーヤー 
(U モコンモード： BD 1) 

1 

ブルーレイディスクレ コーダー 
(U モコンモード： BD 3)1) 

2 

DVD プレーヤー 

(U モコンモード： DVD 1) 

3 

DVD レコーダー 

(U モコンモード： DVD 3) 2) 

4 

TV の 

己 

TV 3) 4) 

6 

CS デジタルチューナー 

7 


1) お買い上げ時は、巨 D ボタンに登録されていま 
す。 

巨 D1 と巨 D3 の設定について、詳しくはブルーレ 
イデイスクプレー中 一、 またはブルーレイデイス 
クレコーダーの取扱説明書をご覧<ださい。 
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2) お買い上げ時は、 DVD ボタンに登録されていま 
す。 

ソニー製の DVD レコーダーは、 DVD1 または 
DVD3 で操作できまず。詳しくは、 DVD レコー 
ダーの取扱説明書をご覧<ださい。 

3) TV ボタンの設定によって操作内容び異なります。 

4) CATV チューナーを登録する場合は、この設定を 
おすすめします。 

リモコンに登録した設定を消去するには 

U モコンの音量ーボタンを押しながら、続け 
て電源ボタンを押し続け、最後に入力切換ボ 
タンを押し続けます。最後にすべてのボタン 
をはなします。 

U モコンの設定びお買い上げ時の状態に戻り 
ます。 


アンプメニューの設 
定をする 


アンプメニユーを使ラ_ 

U モコンのアンプメニューボタンを押すと、 
下記の設定びでさます。 

お買い上げ時の設定は下線の項目です。 


AMP MENU 


- LEVEL —— pCNT -ィ,_ 己，.- . な 

LEVEL ... +日，+6 

-SW LEVEL 一 -6,-5,…日, 
…+5, +6 


L audio — pMAX 
DRC —STD 
— OFF 


-TONE - p 巨 ASS - -6, -5, ■ 0, 

…+己，+6 

L TREBLE --6,-己，...日, 

…+5, +6 


-AUDIO 


A/V SYNC 


て 


ON 

DEE 


-DUAL - [— MAIN 

MONO -SUB 

I—MAIN/SU 巨 

-NIGHT - pON 

MODE LqfE 


■-INPUT —— pAUTQ 
MODE Lqpj 


-SET — 
HDMI* 


-CTRL — 
HDMI 

-VOL —— 
LIMIT** 

-SOUND. 
円 ELD** 


-PASS — 
THRU** 


1_ARC**. 


-ON 

-OFF 

-MAX. 49,48, 
…2, 1,MIN 

-AUTO 

-MANUAL 

-AUTO 

-ON 


LSYSTEM- 


-ON 

-OFF 


-DIMMER て ON 


-DISPLAY 


-SLEEP- 


^AUTO ' 
ST 巨 Y 


DEE 

-ON 

OFF 


-OFF. 10M， 
20M， … 
SOM, 9 日 M 

-ON 

-OFF 


* 詳しくは r プラビアリンク"機制 （46 ぺージ） 
をご覧 < ださい。 

** これらの設定は 「CTRL HDMI」 び 「ON」 のと 
をだけ表示されます。 


アンプ 

メニュー 



1 アンプメニユーボタンを押し 
て、アンプメニュー画面を表示 
させる。 
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2 <■/ 个を繰り返し押して、設 
定したい項目を選ぶ。 

3アンプ メニュー ボタンを押し 

て、アンプメニュー画面の表示 
を消ず。 

ちょっと一言 

• 電源コードを巧いてを、設定は巧持されます。 

これからのページはアンプメニューの各設定 
について説明します。 


スピーカーレベルを設定ずる 
(CNT LEVEL . SW LEVEL ) 

センタースピーカーとサブウーファーのレべ 
ルを設定することびでをます。 

1 アンプメニユー画面で 
「 LEVEU を表示させ、©また 
は4を押ず。 

2 rCNT LEVEL ! または 「SW 
LEVEL 」 を表示させ、©また 
は4を押ず。 

• rCNT LEVEL 」 ：センタースピー 
力一の レベルを調節し まず。 

• rsw LEVEL 」 ：サブウーファーのレ 
ベルを調節します。 

3設定値を選び、贷を押ず。 

「-6」から「+6」まで、1ずつ設定で 
きます。巧期値は「0」でず。 


1 アンプメニユー画面で 
「 LEVEU を表示させ、©また 
は4を押ず。 

2 「AUDIO DRCJ を表示させ、 
©または ■> を押ず。 

3設定を選び、©を押ず。 

• rOFFJ :信号の幅は圧縮されませ 
ん。 

•「 STD 」 ：制作をび意図したよラなダ 
イナ S ックレンジで音声を再現しま 
す。 

•「 MAX 」 ：信号の幅を最大限に圧縮し 
ます。 


音質を調整する 

( BASS 、 TREBLE ) _ 

音青のほ域、高域のレベルを簡単に調整する 
ことびでさます。 

1 アンプメニユー画面で 

「 TONE 」 を表示させ、©また 
は ■> を押ず。 

2 「 BASS 」 または 「 TREBLE 」 
を表示させ、©または4を押ず。 

• 「日 ASS 」 ：音靑のほ域を調整します。 
•「 TREB に」：音靑の高域を調整しま 
す。 

3設定値を選び、贷を押ず。 

r -6」 から r +6 j まで、 1 ずつ設定で 
さます。巧期値は「0」です。 


かさい音量でドルビーデジタルサ 
ウンドを楽しむ （AUDIO DRC ) 

サウンドトラックのダイナミックレンジを狭 
くします。かさな音量で映画を楽しむとさに 
便利です 。 AUDIO DRC はドルビーデジタ 
ルの音声にのみ対応しています。 


映像の遅れに音声を合わせる 
( A/V SYNC ) 

映像び音声よ0ち遅れている場合、この機能 
で音声を遅らせることびでさます。 

1 アンプメニュー画面で 

「 AUDIO 」 を表示させ、任)また 
は4を押ず。 

次のぺージへつづぐ 


I 强雷な鹏神 
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2 「 A/V SYNC 」 を表示させ、 

任)または4を押ず。 

3設定を選び、任)を押ず。 

• rOFFJ : A/V SYNC 機能を使わな 

い。 

•「 ON 」： A/V SYNC 機能を使って、 
音亩と映像のずれを調節する。 

ごミち意 

• この機能を使ってを、完全に映像と合わせること 
びでをない場合びあります。 

• この機能は同軸入力、光入力および HDMI 入力の 
Dolby Digital、DTS、MPEG2-AAC、 リニア 
PCM (2ch) に働走ます。 


AAC (2 ヶ国語放送）を楽しむ 
(DUAL MONO ) _ 

AAC とは、目 S デジタル放送や地上波デジタ 
ル放送で採用されている音声ち式です。 

AAC では 5.1 ch のサラウンド放送や2ヶ国語 
放送にわ对応しています。 

目 S デジタル放送などの AAC 音声を聞くに 
は、テレビなどデジタルチューナー搭載機器 
側でわ「光デジタル音声出力設定」などで設 
定を行ラ必要があ0ます。デジタルチュー 
ナー搭載機器が、デジタル出力端子から 
AAC 音青信号を出力するよラに設定してく 
ださい。詳しくは、デジタルチューナー搭載 
機器の取扱説明書をご確認ください。 

政上の準備び整った上で、次の操作を行って 
<ださい。 

1 アンプメニュー画面で 
「 AUDIO 」 を表示させ、任)また 
は ■> を押ず。 

2 「DUAL MONO 」 を表示させ、 
任)または4を押ず。 


3設定を選び、贷を押ず。 

•「 MAIN 」 （主音声）：主音声のみを再 
生します。 

•「 SUB 」 福 Ij 音声）：副音声のみを再 
生します。 

•「 MAIN / SUB 」 （主/副）：左スピー 
力一から主音声、ちスピーカーから 
副音青を同時に再生します。 


かさな音量で聞< 

(NIGHT MODE ) _ 

ルさい音量でち音響効果やセ IJ フの明瞭さを 
失わずに音靑を楽しめます。 

1 アンプメニュー画面で 
「 AUDIO 」 を表示させ、©また 
は ■> を押ず。 

2 「NIGHT MODE 」 を表示さ 
せ、任)または4を押ず。 

3設定を選び、色)を押す。 

•「 ON」 ： NIGHT MODE に設定され 
ます。 

• rOFFJ : MGHT MODE に設定され 
ません。 

ちょっと一 •言 

• AUDIO DRC (己9ページ）を使ラと、ルさな音 
量でちドルビーデジタルを楽しめまず。 


衛星放送 チューナー か S の音声を 
選択ずる (INPUT MODE ) _ 

衛星放送チューナーによっては、 HDMI ケー 
ブルを HDMI SAT / CATV 入力端子につない 
だだけでは、マルチチャンネル音声を出力で 
さなレことびあります。 

その場をは、光デジタル音声コードを SAT / 
CATV 光デジタル音声入力端子につないだラ 
えで、この設定をおこないます。 
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アンプメニユー画面で 
「 AUDIO 」 を表示させ、©また 
は4を押ず。 

「INPUT MODE 」 を表示さ 
せ、©または4を押ず。 

rOPTJ を選び、@を押ず。 

•「 AUTO」 ： HDMI SAT / CATV 入力 
端子か S の音声信号を優先して出力 
します。 

• rOPTJ : SAT / CATV 光デジタル音声 
入力端子か5の信号を出力します。 


〇設定を選び、史)を押ず。 

• roNj :甫時、表お窓を点なします。 

•「 OFF 」 ：本機を操作したとさに、数 
巧間表示窓を点なします。 

ちょっと一言 

• の旧 PLAY」 を 「OFF」 に設定してし'Iるときに、 
本体表示ボタンを押すと、入力信号の種類を表示 
します（デジタル入力のみ)。 

ごミ主意 

• の旧 PLAY」 び 「OFF」 に設定されていてを、 

ミ肖音機能び有効になっているとさや PROTECT 
状態のとをは、表示窓は常時点灯します。 


本な表示の明るさを調節ずる 
( DIMMER ) 


表お窓の明るさを2段階で調節することびで 
さます。 

1 アンプメニユー画面で 
「 SYSTEM 」 を表示させ、©ま 
たは ■> を押ず。 

2 「 DIMMER 」 を表示させ、©ま 
たは4を押ず。 

3設定を選び、任)を押ず。 

• roNj :表示窓の明るさび0音くなり 
ます。 

• rOFFJ :通常状態。 

表示窓の設定を巧える 
( DISPLAY ) 

表示窓の設定を変更することびでさます。 

1 アンプメニユー画面で 
「 SYSTEM 」 を表示させ、贷ま 
たは ■> を押ず。 

2 rOISPLAYJ を表示させ、 

©または ■> を押ず。 


ス U - プ タイマーをほラ 
( SLEEP ) 

音楽などを聞さなび5お休みになると定、設 
定した時間に本機の電源を切ることびでさま 
す。時間は10分間隔で設定することびでさ 
ます。 

1 アンプメニュー画面で 
「 SYSTEM 」 を表示させ、©ま 
たは4を押ず。 

2 「 SLEEP 」 を表示させ、©また 
は4を押ず。 

3設定時間を選び、任)を押ず。 

ボタンを巧すごとに、設定時間び切り 
換わ0ます。 

OFF 一 10M 一 20M 


90M 


80M ..... 30M 


ごま意 

• ス U —プタイマーは本機にだけ適用されます。本 
機につないでいるテレビや他の機器には使えませ 
ん J 。 


巧の ぺージ へつつ< 


I i ¥ 雷な鹏神 
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才ートスタンバイ煤能 
(AUTO STBY ) _ 

本機に音青び入力されていない状態で、本機 
を操作しないまま一定時間（約30分）び経 
過すると、本機の電源び自動的に切れ、無鼠 
な電力消費を巧えることびでさます。 
お買い上げ時の設定は 「 ON 」 です。 

1 アンプメニユー画面で 
「 SYSTEM 」 を表示させ、©ま 
たは4を押ず。 

2 「AUTO STBY 」 を表示させ、 
任)または4を押ず。 

3設定を選び、©を押ず。 

• roNj :才ートスタンバイ機能を使 
用する。 

•「 OFF 」 ：オートスタンバイ機能を使 
用しない。 


ごミち意 

• この機能によって本機の電源び切れた場合、なに 
ご使用になるとをに、テレビの電源オンに連動せ 
ずに、本機の電源びオンにならないことびありま 
す。 

• 本機の電源び切れる約2分前から、本機の表示窓 
に FAUTO STBYJ び点滅します。 
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その他 


巧障かな？と思った 
6 

本機の調子びおかしいとさ、修理に出す前に 
わラー度点検して<ださい。それでわ正常に 
動作しないとをは、お買い上げ店またはソ 
ニーヴービス窓□、ソニーの相談窓 □ (裏表 
紙）にお問い合わせください。 

電源 

電源が入6ない 

4電源コードびしっかり差し込まれているか確 
認する。 

テレビの電源を入れてち、本機の電源び入 
6ない 

今テレビのスピーカー設定を確認する。 

本機の電源は、テレビのスピーカー設定に連 
動します。本機でテレビの音芦を楽しむに 
は、テレビのスピーカー設定を「アンプ（ア 
ンプでさく）」などにする必要びあります。 
詳し<は、お使いのテレビに付属の取扱説明 
書をご覧ください。 

今前回電源を切ったとさに、テレビのスピー 
カーか6音声び出ていた場合、テレビの電源 
を入れてち本機の電源は入りません。 

電源オフ連動機能が働かない 

今テレビの電源を切るとつないだ機器の電源び 
自動的に切れるよラに、テレビの設定を変更 
してください。詳しくは、お使いのテレビに 
付属の取扱説明書をご覧 < ださい。 

テレビの電源を切ると、本機の電源び切れ 
る 

今 HDMI 機器制御機能をオン（入）に設定した 
ときは、電源オフ連動機能び働き、テレビの 
電源を切ると、本機の電源び切れます。 


本機の電源が勝手に切れてしまラ 

■> オートスタンバイ機能び働いています （62 
ぺージ)。 

音声 

Dolby Digi ね I や DTS のマルチチャンネル 

の音声び再生されない 

-> ブルーレイディスク和 DVD などを再生してい 
るときは、 Dolby Digital や DTS フォーマツ 
卜の音声を選んでいるか確認する。 

4ブルー レイディスクレ コーダー /DVD プレー 
ヤーなど、本機につないでいる機器の音声設 
定を確認する。 

サラウンド効果が得6れない 

-> サウンドフィールドの設定と入力信号によっ 
ては、サラウンド処理 （44 ページ）び働かな 
いことびあります。本体表示ボタンを押す 
と、入力されている信号の種類び表示窓に表 
おされます。に. 0 CH 」 や「1.日 CH 」 と表示 
された場合は、ステレオまたはモノラル音声 
のため、サラウンド成分は含まれておりませ 

r 5.1 CH 」 などと表示された場合はサラウン 
ド音声ですび、番組和ディスクによってはサ 
ラウンド成分びかないことびあります。 

本機か6テレビの音声び出ない 

-> テレビと本機をつないでいる光デジタル音亩 
コード、またはアナ□グ音声コードの接続を 
確認するに7ページ)。 

-> テレビの音声出力設をを確認する。 

■> ARC 対応のテレビをお使いの場合、 HDMI 磯 
器制御機能および ARC 設定をオン（入）にし 
てください。 

本機とテレビの両ちか6音が出る 

-> HDMI 機器制御機能びオフ（切）のとさや、 
選択した機器び HDMI 機器制御機能に対応し 
ていないとさは、本機またはテレビを消音す 
る。 


次のぺージへつつ< 
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テレビの音青が映像より遅れる 

4 「 A / VSYNC 」 びオン（入）に設をされてい 
たら、 「 A / VSYNC 」 をオフ（切）に設定す 
る0 

音声の出力ち法をテレビスピーカーか6本 

機のスピーカーに変更したとさに、音量が 

下びる 

4音量制限機能び働いています。詳しくは「音 
量制限機能を使ラ」 （49 ページ）をご覧くだ 
ごい。 

本機か6つないだ機器の音声び出ない、ま 

たは音び小さい 

■> 音量+ボタンを巧し、音量を確認する。 

4消音ボタンや音量+ボタンを押して、消音機 
能を解除する。 

4つないだ機器び正し<選択されているか確認 
する。 

4つないだ機器の端子と本機の端子び、奥まで 
しっかり差し込まれているか確認する。 

4つないだ機器の HDMI 設定を確認する。 

一部のスピーカーか6音び出ない 

4スピーカー端子び奥までしっかり差し込まれ 
ているか確認する。 

4入力されている音声の種類や、本機のヴウン 
ドフィールドの設定 （44 ページ）によって 
は、 センタースピーカーから 音は出ません。 

音び途切れたり、ノイズが出る 

今「本機で対応するデジタル入カフオーマット」 
を確認する （66 ページ)。 


映像_ 

テレビ画面に映像が出ない 

4テレビと本機を正しくつないでいるか確認す 
る。 

4本機でテレビび正しく選択されているか確認 
する。 

4テレビをビデオ入力などの該当する入カモー 
ドに設定する。 

4本機の HDMI 入力端テと HDMI 出力端テを逆 
につないでいないか、確認する。 


-> つないだ機器の端子と本磯の端テび、奥まで 
しっかり差し込まれているか確認するに7、 
29ページ)。 

テレビ画励こ 3 D 映像が出ない 

4テレビおよび映像機器の仕様によっては、 

3 D 表示でさない場合びおります。本機び対 
応する 3 D 映像フォーマットをご確認くださ 
し、 （67 ページ)。 

本機が電源スタンバイのとき、テレビに映 

像と音声び出ない 

4 HDMI 磯器制御機能びオフ（切）になってい 
る。 

■> 本機び電源スタンバイのとさに、テレビへ出 
力される映像と音声は、本磯の電源を切る前 
に最後に選ばれていた HDMI 入力の信号で 
す。視聴したい機器び、最後に選ばれていた 
HDMI 入力と異なる場をは、機器の再生を開 
始して、ワンタッチプレイを実斤するか、本 
機の電源を入れて HDMI 入力を選び直してく 
ださい。 

-> "ブラビア U ンク"に対応していない機器を 
つないでいる場合は、アンプメニューの 
「PASS THRU 」 び 「 ON 」 に設定されてい 
るか確認するほ1ページ)。 


■ J モコンび機能しない_ 

4本磯の回壁光部に向けて操作する。 

今 U モコンと本磯との間に障害物を置かない。 

4電池びちい場合は、すべての電池を新しいち 
のに取り換える。 

今 U モコンの正しいボタンを巧しているか確認 
する。 


その他_ 

HDMI 機器制御がうまく働かない 

4 HDMI 接続を確認するに7ページ)。 

4テレビの HDMI 機器制御機能の設定を行ラ 
(46 ぺージ)。 

今つないだ機器び"ブラビアリンク"に対応し 
ていることを確認する。 
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^ つないだ機器の HDMI 磯器制御設定を確認す 
る。お使いの機器に付属の取扱説明書をご覧 
<ださい。 

-> HDMI 接続を変更したときは、「"ブラビア U 
ンク"を使う準備をする」 （46 ページ）の手 
順を再度行ってください。 

■> 本機の電源コードを抜さ差ししたとさは、1己 
お)攻上待ってから動作させる。 

-> 映像機器の音亩出力を HDMI ケーブル政がで 
本機につなぐと、"プラビア U ンク’び影響 
して音芦び出ないことびあります。その場 
合、"ブラビア U ンク" （ HDMI 機器制御機 
能）をオフ（切）にする （47 ページ）か、音 
声出力端子ちテレビにつないでください。 

本機の表示窓に 「 PROTECTOR 」 と 
「PUSH POWER 」 が交互に表示される 

1 /( 1 ) (電源）ボタンを巧して電源を切り、 

「 STAND 目丫」び消えたら1；(下の項目を確認 

する。 

今本磯の通気孔びふさびっていないか点検す 
る。 

これ目の処置をしてち正常に動作しないと 

きはーリセット 

本機側のボタンを下記の手順で操作します。 

1 I / Cl ) (電源）ボタンを押して電源を入れ 
る。 

2 本機の INPUT SELECTOR、VOLUME 
一を押しなびら、 l /( l ) (電源）ボタンを押 
す。 

表示窓に 「COLD RESET 」 と表おされ、 
アンプこユーやヴウンドフィールドな 
どびお買い上げ時の状態に戻0ます。 


保証書とアフター 
ヴービス 


• この製品には保話書が添付されていますの 
で、お買い上げの隙お買い上げ店でお受け 
取0 ください。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめ 
のラえ、大切に保ちして<ださい。 

• 保証期間は、お買い上げ曰よ01年間で 
す。 


調テが悪いときはまずチェックを 

この説明書の「故障かな？と思ったら」の項 
を参考にして、故障かどラかを点検してくだ 
さい。 

それでち具合の悪いとさはサービス窓 □へ 

お買い上げ店、または添付の「ソこ一ご相談 
窓□のご案内」にあるおくの ソニーサービス 
窓□にご相談ください。 

部品の交換について 

この製品は、修理の際に交換した部品を再 
生、再利用する場をびあります。その際、交 
換した部品は回収させていただをます。 

保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていた 
だをます。詳しくはイ呆証書をご覧<ださい。 

保証期間の経過後の修理は 

修理によって機能が維持でさる場合は、ご要 
望によ0有料修理させていただをます。 


次のぺージへつつ< 
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ア フターヴー ビス 


巧証書 


ま苗 




部品の保有期間について 

当社では、ステレオの補修用性能部品（製品 
の機能を維持するために必要な部品）を、製 
造打ち切0後8年間保有しています。この部 
品イ呆有期間を修理可能期間とさせていたださ 
ます。保有期間を経過した後ち、故障箇所に 
よっては修理可能の場合びあ0ますのでお買 
い上げちか、サービス窓口にご相談くださ 
い。 

ご相談になるとさは、次のことをお巧5せ< 
ださい。 

• 型名： HT - CT 350 
. 故障の状態：でさるだけ詳しく 
• 購入年月曰： 

• お買い上げち： 


まな仕様 


本機で巧応ずるデジタル入力 
フォーマット 

本機で対応するデジタル入カフォーマットは 

1；(下のとお0です。 

フオーマット 

対応/非対応 

Dolby Digital 

O 

DTS 

o 

MPEG 2 -AAC 

o 

U ニア PCM にかい 

o 

U ニア PCM (己. 1 ch 、7.1 ch ) 
( HDMI のみ） 

* o 

Dolby Digital Plus 

X 

Dolby True HD 

X 

DTS-HD 

X 


* U ニア PCM は、48 kHzL ソ下のヴンプ U ング周波 
数に対応します。 


アンプ部 

実用最大出力排同時駆動、 JEITA*) 

フ□ント部： 80 W + 80 W、 

4 0 

センター部： 8日 W、 4 Q、 己 kHz 
サブウーファー部： 80 W、 40、 
100 Hz 

* J 曰 TA (電子情報技術産業協尝）による測定値で 
す。 

入力端子 
TV、SA-CD/CD 

アナ□グ 
TV、SAT/CATV 

デジタル（光） 

VIDEO デジタル（同軸） 
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定格インピータンス 
4 Q 

センタースピーカー部 
使用スピーカー 

40 mm コーン型X 2 
定格インピーダンス 
4 0 

最大外形寸法（約） 

996 mm x 66 mm x 72 mm 
(幅/高さ/奥行を） 

質量（約） 2.4 kg 

サブウーファー （ SA - WCT 350) 

お式 サブウーファーシステム 

バスレフ型 
使巧スピーカー 

130 mm コーン型 
定格インピーダンス 
4 0 

最大外形寸法（約） 

196 mm x 450 mm x 410 mm 
(幅/高さ/奥行を） 

質量（約） 10.5 kg 

WS - CT 350 EB 

取り付け金具 
最大外形寸法（約） 

180 mm X 147 mm x 26 mm 
(幅/高さ/奥行を） 

質量（約） 555 g 

U アカバ ーA 
最大外形寸法（約） 

80 mm X 85 mm x 14 mm 
(幅/高さ/奥行を） 

質量（約） 25 g 

U アカバー巨 
最大外形寸法（約） 

80 mm X 82 mm x 47 mm 
(幅/高さ/奥行を） 

質量（約） 35 g 


U アカバ ーC 
最大外形寸法（約） 

80 mm X 82 mm x 47 mm 
(幅/高さ/奥行を） 

質量（約） 35 g 

テレビカバー 
最大外形寸法（約） 

273 mm X 245 mm x 3I mm 
(幅/高さ/奥行さ） 

質量（約） 165 g 


: 欠のページへつづぐ 
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HDM 刚 

コネクター HDMI@ コネクター 

ビデオ入出力巨 D、DVD、SAT/CATV : 

640 X 480p、 60 H 之 
720 X 480p、59.94/60 Hz 
1280 X 720p、59.94/60 Hz 
1920 X 1080し 59.94/60 Hz 
1920 X 1080 p、59.94/60 Hz 
720 X 576p、 己 0 Hz 
1280 X 720p、50 Hz 
1920 X 1080し 50 Hz 
1920 X 1080 p、50 Hz 
1920 X 1080 p、24 Hz 
ビデオ入出力 （3D) 

巨 D、DVD、SAT/CATV : 

1280 X 720 p、59.94/60HZ 

Frame packing 

1920 X 108日し 59.94/6 日 Hz 

Frame packing 

1920 X 1080し己 9.94/6 日 Hz 

Side-by-Side (Half) 

1920 X 1080 p、59.94/60HZ 
Side-by-Side (Half) 

1280 X 720 p、50Hz 
Frame packing 
1920 X 1080し 50Hz 
Frame packing 
1920 X 1080し己 OHz 
Side-by-Side (Half) 

1920 X 1080 p、 己 OHz 
Side-by-Side (Half) 

1920 X 1080 p、 24 Hz 
Frame packing 

オーディオ入力 

巨 D、DVD、SAT/CATV : 

リニア PCM 谭大 7.1ch)/Dolby 
Digit 劫/ DTS/AAC 

チューナー部 

回路方式 PLL デジタル周波数シンセサイヴー 

クオーツ□ック方式 
FM チューナー部 
受信周波数 76.日一90.0 MHz 

(100 kHz 間隔） 

アンテナ ワイヤーアンテナ75 D、 不平衡型 

中間周波数 10.7 MHz 

AM チューナー部 

受信周波数 531-1,602 kHz (9 kHz 間隔） 

アンテナ ループアンテナ 

中間周波数 450 kHz 

スピーカー （ SS - CT 350) 

フ□ントスピーカー部 

形式 フルレンジスピーカーシステム 

使用スピーカー 

40 mm X 70 mm コーン型 x 2 


まま 



AC 100 V. 50/60 Hz 


消費電力 電気用品ま全法による表示： 


80 W 

HDMI 機器制御びオフ（切）のとを 
(スタンバイ状態のとさ）： 

0.3 miT 


電源出力 

(デジタルメディアポート） 

DC OUT :己 V、700 mA 

本機は rj に C 目1000 -3-2 適合品」でず。 

仕様および外観は、改良のため、予吉な<蜜更する 
ことびありますが、ご了承<ださい。 


デジタルアンプ S-Master 搭 
載によりアンププ□ックの電 


巨田巧 省エネルギー 


力効率を85%し U 上に改善。 

• オートオフ機能。 

• 待機時消費電力2日％削減 
に日日9年度当社従来モデル 
比)。 
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オートスタンバイ機能62 
音声信号選お6日 
宣声を遅らせる己9 
音量制限機能49 
言量調整33、3己 

か行 

高宣域調整59 

を巧 

サウンドフィールド44 
サプウーファーレベル調整己9 
ス U —プタイマー61 
接続 

衛星放送チューナー27、 
29 

ケーブルテレビチューナー 

27、29 

デジタルメディアポートア 

ダプター29 
テレビ27 

光デジタル音声コード27 
プルーレイディスクレコー 

ダー 27 

プレイステーシヨン2 29 
プレイステーション3 27 
DVD プレーヤー29 
DVD レコーダー27 
センターレベル調整59 


た巧 

ダイナ S ックレンジ圧縮59 
低宣域調整59 

転倒防止の措置をする22 

な行 

ナイトモード6日 

入力切換33 

は行 

表示窓の明るさ調節61 
表示窓の設定61 
プラビア IJ ンク46 
プ□テクト表示65 
本機を設置する10 

S 巧 

ラジオ 

登録した放送局に名前をつ 

ける42 

放送局を登録する40 

U モつン 

操作する35、己3 
電池を入れる9 


A-Z 

ARC 27、 51 
AUDIO DRC 59 
AUTOSTBY 62 
A/VSYNC 59 
BASS 59 
CNT LEVEL 59 
DIMMER 61 
DISPLAY 61 
DUAL MONO 60 
INPUT MODE 60 
NIGHT MODE 60 
SLEEP 61 
SWLEVEL 59 
TREBLE 59 
2 ケ国語放送 60 


69 





ブラビアリンクガイドページ 

ブラピアリンクの接続や対応機器などに関す 
る情報は、下記ホームページで確認でをます。 
http :// www . sony . jp / bravialink / 


ぶ < あるお問い合わせ、窓□受付時間などはホームページをご活用 < ださし、。 


http://www.sony.co.jp/support 


巧い方相談な口 

■ ( i 巧巧設'如 

フリーダイヤル 

フリーダイヤル 

0120 -333-020 

0120-222-330 

携帯電話- PHS - —部の IP 電話 

携帯電話‘ PHS ’ 一部の IP 電話 

0466-31-251 1 

0466 -31-2 己31 


《巧巧説巧書‘ 1」モコン等の應入ネ目談は 


こちらへお問い合0せください。 


FAX (巧巧） 0120-333-389 



上記ま号へ接続を、最巧のガイダンスび流れている間に 

r306j+r#j 

を巧してください。直接、担当窓口へおつなぎします。 


ソニー株式会社 〒1 08-0075 東京都港区港南1 -7- 1 


圍园面圓国111111 
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